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　就学前の子どもがいる家庭で、「日中、家
庭内・外で家事以外の仕事をしている」「病
気だったり病人の看護をしている」などの
理由で、自宅での保育が難しく、来年４月か
ら保育所への入所を希望する方は、入所申
し込みをしてください（右表参照）。申込書な
どは本庁児童家庭課・各支所市民サービス
課・各保育所に用意してあります。
　現在入所中の子どもがいる方には、保育
所で申込書等を配布しています。

◆対象／就学前の生後57日目以降の子ども
（大曲乳児保育園は３歳児未満）

◆提出書類／
①平成23年分源泉徴収票の写し（職場から発

行され次第提出）
※確定申告をする場合は申告後、写しを提出
②平成23年１月２日以降に大仙市に転入し

た方は、平成23年１月１日現在の住所地
での平成23年度住民税課税（または非課税）
証明書

③就労証明書など
【問い合わせ】
 各支所市民サービス課
 児童家庭課 ☎0187-63-1111内線103

※定員を超えた場合は、希望する保育所に入所できない場合があります。
※平成 25 年度に南外保育園を大空大仙に移譲する予定です。

地域 保育所名 定員 申込先

大曲

角間川保育園 45 人

大曲庁舎市民ホール

※大曲地域の各保育所のほか、市内全
保育所の申し込みも受け付けます。

　（神岡、中仙西保育園を除く）

内小友保育園 60 人
大川西根保育園 55 人
藤木保育園 45 人
四ツ屋保育園 120 人
大曲乳児保育園 60 人
大曲東保育園 120 人
大曲南保育園 135 人
大曲中央保育園 105 人
はなだて保育園 120 人
大曲北保育園 90 人
どれみ保育園 40 人
日の出ベビー保育園 30 人

西仙北
刈和野保育園 120 人

西仙北支所市民サービス課みつば保育園 90 人
中仙 中仙東保育園 110 人 中仙支所市民サービス課

協和
協和保育園 80 人

協和支所市民サービス課淀川保育園 30 人
船岡保育園 40 人

南外 南外保育園
（認定こども園）※予定 60 人 南外支所市民サービス課

仙北 仙北南保育園 150 人 仙北支所市民サービス課
太田 おおた保育園 90 人 太田支所市民サービス課

各保育所の定員と申込先

申込時間／午前８時 30 分〜午後６時（大曲庁舎は午後７時まで）
※ 10 日（土）・11 日（日）は午後５時まで
申込先／下表参照

申込期間 ▶/12 8 木 1 1 日

　入園を希望する方は各幼稚園に入園申し
込みをしてください。申込書などは各幼稚園、
または各地域の公民館（大曲は大曲保育会）に用
意しています。

◆対象／
 【５歳児】平成18年４月２日から

19年４月１日までに生まれた子ども
 【４歳児】平成19年４月２日から

20年４月１日までに生まれた子ども
 【３歳児】平成20年４月２日から

21年４月１日までに生まれた子ども
【問い合わせ・申込書請求】（右表参照）
 【市立幼稚園】入園を希望する各幼稚園
 【社会福祉法人立幼稚園（大曲保育会）】
 入園を希望する各幼稚園
 大曲保育会事務局 ☎0187-62-4561

申込時間／午前８時 30 分〜午後５時
※土・日、祝日を除く
申込先／入園を希望する各幼稚園（下表参照）

申込期間 ▶/12 8 木 13 火

※定員を超えた場合は調整があります。
※平成24年度に、みどり幼稚園、太田みなみ幼稚園、太田ひ

がし幼稚園を、25年度には南外幼稚園を大空大仙に移譲
する予定です。

各幼稚園の定員と申込先
幼稚園名 定員 申込先・所在地

南外幼稚園
（認定こども園）※予定 30 人

☎ 0187-73-1088
南外梨木田 96-１

みどり幼稚園 180 人
☎ 0187-69-2117
堀見内藍野 75-１

太田ひがし幼稚園 90 人
☎ 0187-89-1515
太田町太田築地古舘 27

太田みなみ幼稚園 90 人
☎ 0187-88-2110
太田町横沢窪関南535-４

大曲南幼稚園 180 人
☎ 0187-62-1027
大曲花園町４-88

大曲北幼稚園 90 人
☎ 0187-63-5118
大曲白金町 12-12

大
曲
保
育
会

市
立
幼
稚
園

地域 施設名 定員 申込先・問い合わせ

神岡 すくすく
だけっこ園

幼稚園部   45 人
（かみおか幼稚園）
保育園部   155人

（神岡保育園）

すくすく
だけっこ園

☎ 0187-72-2148 大空大仙事務局
（中仙庁舎２階）
☎0187-56-7677

中仙 なかせん
ワイワイらんど

幼稚園部  60 人 
（中仙幼稚園）
保育園部  180 人

（中仙西保育園）

なかせん
ワイワイらんど

☎0187-56-4139

各認定こども園の申込先と問い合わせ

申込時間／午前８時30分〜午後６時
※10日（土）、11日（日）は午後５時まで
申込先／下表参照

※保育園部は11日（日）まで▶申込期間 /12 8 木 13 火

　認定こども園は、幼稚園と保育所両方の機
能をもった施設です。入園希望の方は、各認
定こども園窓口、または大空大仙事務局（中
仙庁舎２階）で入園申し込みをしてください。

平成 24 年４月からの入所・入園を受け付けます期間内に忘れず申し込みください

　高畑保育園と土川保育園の新入所児童
を募集します。入所希望の方は、高畑保育
園、西仙北支所市民サービス課で入所申し
込みをしてください。

申込時間／午前８時30分〜午後５時
申込先／下表参照

申込期間 ▶/12 1 木 1 1 日

地域 保育所名 定員 申込先・問い合わせ

大曲 高畑保育園 40 人 高畑保育園  ☎ 0187-63-6042

西仙北 土川保育園 40 人 西仙北支所市民サービス課  ☎ 0187-75-2973

各へき地保育所の申込先と問い合わせ

※通所区域、保育時間については問い合わせください。

※高畑保育園は４日（日）と11日（日）を、土川保育園は３日（土）と４日（日）を除く
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ファクス ／  0187−63−1119
Ｅメール ／  kouhou@city.daisen.akita.jp
※Ｅメールの場合は件名に「読者プレゼント」と記入ください。

応 募 方 法 あ て 先

レプ ゼ トン
読者

— お便り送って商品ゲット —
締め切り日

平成 23 年 12 月号   第 160 号

4DAISEN City Public Relations 2011.125

知
識
や
技
術
は
失
わ
な
い

　

仕
事
の
か
た
わ
ら
折
り
紙
の
講
師
な
ど

を
し
て
い
た
青
木
さ
ん
。
避
難
を
助
け
て
く

れ
た
車
の
中
に
折
り
紙
作
品
が
残
さ
れ
て

い
た
。「
す
べ
て
を
失
っ
た
け
れ
ど
、
紙
が

あ
れ
ば
」
と
チ
ラ
シ
な
ど
で
折
り
始
め
た
。

「
不
切
一
枚
折
り
」
と
い
う
折
り
紙
の
ジ
ャ

ン
ル
で
、紙
を
切
ら
ず
に
ヒ
マ
ワ
リ
、つ
ぼ
、

カ
ゴ
な
ど
の
立
体
的
な
作
品
が
生
ま
れ
た
。

　
「
和
紙
や
作
品
本
な
ど
は
津
波
に
流
さ
れ

ま
し
た
が
、
知
識
や
技
術
な
ど
身
に
付
い

た
も
の
は
流
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
折
り

紙
が
私
を
癒
し
て
く
れ
、
交
流
の
き
っ
か

け
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
」。

　

生
活
す
る
柵
の
湯
の
玄
関
に
は
青
木
さ

ん
の
作
品
が
置
か
れ
、
温
泉
客
の
目
を
楽
し

ま
せ
た
。
中
に
は
作
り
方
を
教
え
て
ほ
し
い

と
い
う
人
も
い
る
ほ
ど
で
、
小
学
校
な
ど

で
折
り
紙
を
教
え
る
機
会
に
も
恵
ま
れ
た
。

　

８
月
か
ら
介
護
施
設
で
働
き
始
め
、
11

月
末
に
は
娘
が
住
む
美
郷
町
に
部
屋
を
借

り
て
再
出
発
。「
い
つ
ま
で
も
く
よ
く
よ
し

て
い
た
ら
、
亡
く
な
っ
た
大
切
な
友
人
に

死
に
き
れ
な
い
と
言
わ
れ
そ
う
。
本
当
の

一
人
暮
ら
し
が
始
ま
り
ま
す
」
と
話
す
青

木
さ
ん
。「
被
災
体
験
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を

伝
え
る
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
。
お
世

話
に
な
っ
た
方
々
に
少
し
で
も
恩
返
し
が

で
き
る
な
ら
」
と
微
笑
ん
で
く
れ
た
。

柵の湯入り口に青木
さんの作品が展示さ
れ、利用客の目を楽し
ませている。
はさみなどで紙を切
らない「不切一枚折
り」

大
つ

綱
な

の響
ひ び き

  熟成酒

西仙北にこだわったお酒。
プライベート商品にもか
かわらず、その味はモンド
セレクション金賞を受賞
するほど世界にも認めら
れている。
使用麹菌の特徴は、甘さが
スッと早く消えるオリゴ
糖を作ることで、甘さが後
に残らないキレの良い酒
に仕上がっている。
数量限定販売で、根強いフ
ァンが多い商品。

12 月 31 日（消印有効）

モンドセレクション金賞　西仙北にこだわった特別本醸造

西仙北の酒小売店13店舗で組織する西仙酒友会が企画販売しているプ
ライベート商品「大綱の響」。12月から販売開始する１年を費やした

熟成酒（720ml、税込み1,200円）を５人の方にプレゼントします。
　毎年２月に新酒、7月に夏バージョン、そして12月には熟成酒を数量限定
で販売し、約１カ月で完売となる人気のお酒。西仙北刈和野を代表する大綱
引きの引き合いで綱が「ドスンドスン」と響くことから名付けられ、原料米は
西仙北の農家、水は大沢郷の雄清水・雌清水、そして麹菌も地元産。西仙北に
こだわった逸品です。
　平成９年にモンドセレクションに初出品し、見事に金賞受賞。「香り豊か
でキレの良い口当たり。フルーティーであっさりした白ワインのような味わ
いで、二日酔いしないように思えます」と西仙酒友会の亀谷会長。限定品とな
っていますので、お早めにお買い求めください。
   【問い合わせ】西仙北酒友会（ワインテラスかめや内） 
        ☎ 0187-75-1124

着
の
身
着
の
ま
ま
大
仙
市
へ

　

南
三
陸
金
華
山
国
定
公
園
地
域
に
指
定

さ
れ
、
リ
ア
ス
式
海
岸
は
天
然
の
良
港
を
形

成
。
養
殖
漁
業
が
盛
ん
で
、
金
華
山
沖
漁
場

が
近
く
豊
富
な
魚
種
が
数
多
く
水
揚
げ
さ

れ
る
宮
城
県
女
川
町
。
東
日
本
大
震
災
で
は

震
度
６
弱
、
津
波
の
最
大
波
高
14
・
８
㍍
を

記
録
。
８
月
３
日
現
在
で
死
者
５
２
６
人
、

行
方
不
明
者
１
２
５
人
、
7
割
近
く
の
建

造
物
が
全
壊
し
壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。

（
女
川
町
復
興
計
画
か
ら
）

　

青
木
さ
ん
は
「
津
波
が
来
た
」
と
聞
き
、

保
育
所
に
孫
を
迎
え
に
行
き
、
そ
の
ま
ま

何
も
持
た
ず
に
車
で
逃
げ
た
。
家
族
の
命

は
助
か
っ
た
が
、
家
を
失
い
、
娘
の
嫁
ぎ

先
の
美
郷
町
に
避
難
。
大
仙
市
の
避
難
者

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
援
助
で
４
月
か
ら

仙
北
の
史
跡
の
里
交
流
プ
ラ
ザ
「
柵
の
湯
」

で
避
難
生
活
を
送
っ
て
い
た
。

も
し
も
５
分
遅
れ
て
い
た
ら

　

女
川
町
の
中
心
部
に
住
ん
で
い
た
青
木

さ
ん
。
３
月
11
日
の
午
前
中
、
浜
に
住
む
親

類
が
歯
医
者
を
受
診
に
来
た
た
め
車
で
家

に
送
り
届
け
た
。
用
事
を
済
ま
せ
、
石
巻
に

出
か
け
る
は
ず
だ
っ
た
が
一
時
帰
宅
す
る

と
、
５
分
も
し
な
い
う
ち
に
被
災
。
親
類
は

亡
く
な
っ
た
。「
も
し
も
時
間
の
歯
車
が
少

し
で
も
違
っ
て
い
た
ら
、
生
死
が
逆
に
な
っ

た
人
が
た
く
さ
ん
い
る
と
思
う
」
と
話
す
。

　

た
く
さ
ん
の
人
が
亡
く
な
っ
た
。「
ま
さ

か
こ
こ
ま
で
津
波
は
こ
な
い
」
と
思
い
込
ん

で
流
さ
れ
た
人
が
い
た
。
指
定
さ
れ
た
避
難

所
で
亡
く
な
っ
た
人
も
い
た
。
中
に
は
家

族
を
助
け
よ
う
と
し
て
亡
く
な
っ
た
人
も

い
る
。
避
難
先
か
ら
忘
れ
物
を
取
り
に
戻
っ

た
人
は
、
ほ
と
ん
ど
が
亡
く
な
っ
た
。
勝

手
な
思
い
込
み
で
安
心
す
る
の
で
は
な
く
、

命
を
守
る
た
め
の
最
大
限
の
努
力
、
そ
し

て
一
瞬
の
判
断
が
大
切
。
助
け
を
求
め
る

人
を
無
視
し
て
逃
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い

も
の
だ
が
、
一
人
一
人
が
自
分
の
命
を
守

る
こ
と
が
大
切
だ
。「
通
帳
や
印
鑑
も
大
切

だ
が
、
通
帳
は
再
発
行
で
き
て
も
、
命
だ

け
は
再
発
行
で
き
ま
せ
ん
」
と
涙
な
が
ら

に
訴
え
た
。

「元の生活に戻ることは
難しいが、前に進むこと
はできます」と話す青木
さん

青
あお

 木
き

 福
ふく

 子
こ

 さん 

市ボランティア連絡協議会（佐藤多喜子会長）の
第６回「ボランティアまつり」が11月８日
中仙農村環境改善センターで開かれた
宮城県女川町で被災した青木福子さん
自らの被災体験から「命の大切さ」を涙ながら訴えた
かけがえのない命、そして人と人とのつながりを
改めて考えさせられた

「
命
は
再
発
行
で
き
ま
せ
ん
」

一
人
一
人
が
自
分
の
命
は
自
分
で
守
っ
て
ほ
し
い

紡ぎ続ける 265 日
大仙の思い　三陸へ届け

010

保育所・幼稚園申し込み案内
24 年４月からの入所・入園を受け付けます

002

あの人に寄り添って
被災地での体験を語る　青木福子さん

004

市の動き
光ファイバ通信網整備事業
小規模集落コミュニティ対策事業
大沢郷地区簡易水道整備事業
冬季節電対策基本方針

006

市役所からのお知らせ
神岡情報センターパソコン教室
油漏れにご注意ください

「子ども手当」の申請手続き
ホームページ活用支援
市有地を一般競争入札で売却

008

健康の達人
大曲中通病院消化器内科／佐藤厚史 医師

「大腸がん検診について」

032

地域情報
スキースポーツ少年団、スキーゲノッス募集
双葉小学校・土川小学校閉校記念式典

027

消費生活相談室からのお知らせ
還付金に関する詐欺に注意

026

健康通信
受診期限は 12 月 31 日、成人歯周疾患検診
２回接種を終えよう、子宮頸がん予防ワクチン
SIDS から赤ちゃんを守ろう

033

いきいき広場
シリーズ：高齢者夫婦の安心生活

「花子さん、布団の訪問販売被害に遭う」
介護保険事務所からのお知らせ

035

３月11日に東日本を襲った大地震、
その日から大仙市の支援活動が始ま
った。詳しくは10ページから

【特集】

「絆」
012　だいせん応援ハウス
015　届け希望の光
018　届け地域の思い
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Municipal Government
Pick Up Info.

□ Optical fiber □ Community □ City  planning □  Power Saving✓ ✓✓ ✓□ Water Supply

大
沢
郷
地
区
の
水
環
境
を
改
善

待
望
の
簡
易
水
道
施
設
が
完
成

大
仙
市
光
フ
ァ
イ
バ
通
信
網
整
備
事
業

小
規
模
集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
対
策
事
業

市
内
全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
網
を
整
備

〝
光
〞で
つ
な
が
る
ま
ち
に

〝
集
落
〞の
こ
と
を
み
ん
な
で
考
え
る
き
っ
か
け
に

座
談
会
を
開
い
て
み
ま
せ
ん
か

Optical fiber

Community

平
成
17
年
に
８
市
町
村
が
合
併
し
誕

生
し
た
大
仙
市
。広
範
な
市
域
の
中

で
、少
数
世
帯
の
集
落
が
点
在
し
て
い
る
山

間
部
な
ど
で
は
高
速
情
報
通
信
の
整
備
が

進
ま
ず
、情
報
格
差
を
な
く
す
こ
と
が
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
市
で
は
都
市
部
と
変
わ
ら

な
い
超
高
速
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
と
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
難
視
聴

地
域
の
解
消
を
目
的
に
、国
の「
地
域
情
報

通
信
基
盤
整
備
推
進
交
付
金（
I
Ｃ
Ｔ
交
付

金
）事
業
」な
ど
を
活
用
。通
信
事
業
者（
Ｎ

Ｔ
Ｔ
東
日
本
秋
田
支
店
）と
連
携
し
て
市
内

全
域
に
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
を
敷
設
し

た
こ
と
に
よ
り
、大
仙
市
は「
光
で
つ
な
が

る
ま
ち
」に
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
光
フ
ァ
イ
バ
ケ
ー
ブ
ル
網
を

活
用
し
た
福
祉
・
防
災
・
教
育
な
ど
の
行

政
サ
ー
ビ
ス
や
、
地
域
活
性
化
に
向
け
た

各
種
事
業
な
ど
を
検
討
。み
な
さ
ん
が
安

全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、よ
り
一
層
情

報
発
信
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

＝ 事業の概要 ＝
▶超高速ブロードバンドの環境整備
　市内全域を対象に約12,000世帯、
総延長約611㌔㍍の規模で光ファイ
バケーブルを敷設。また、通信事業者
が神岡全域と西仙北・中仙の一部を
独自に整備しました。
▶地上デジタル難視聴地域解消
　受信設備２基を整備し、難視聴地
域へ光ファイバケーブルによる地上
デジタル放送の再送信を実施。西仙
北・協和・南外・太田の941軒で利用さ
れ、天候等に左右されない安定した
視聴が可能になりました。

大
沢
郷
地
区
簡
易
水
道
整
備
事
業

大
仙
市
冬
季
節
電
対
策
基
本
方
針
を
策
定

無
理
の
な
い
範
囲
で
取
り
組
も
う

冬
の
節
電
ア
ク
シ
ョ
ン

Water Supply

Power Saving

地
域
で
の
基
礎
的
な
社
会
組
織
で
あ

る
「
集
落
」。さ
ま
ざ
ま
な
共
同
活

動
な
ど
に
よ
り
地
域
の
結
び
付
き
が
生
ま

れ
、
現
在
の
自
治
体
の
基
礎
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
、人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の

進
行
な
ど
で
集
落
等
の
機
能
が
失
わ
れ
つ

つ
あ
り
、
機
能
の
維
持
や
活
性
化
が
課
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
平
成
20
年
度
か
ら
、
小
規
模
集

落
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
維
持
や
活

性
化
を
目
指
し
、
対
策
事
業
を
実
施
。集
落

や
自
治
会
の
現
況
調
査
の
ほ
か
、
集
落
支

援
員
の
試
験
配
置
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、21
年
度
か
ら
は
、集
落
で
の
座
談

会
を
開
催
。21
年
度
は
３
カ
所
、
22
年
度
は

８
カ
所
を
訪
問
。集
落
の
現
状
や
課
題
な
ど

に
つ
い
て
、話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
民
の
み
な
さ
ん
と
協
働
で

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
再
生
・
活
性
化
に

つ
な
が
る
支
援
策
の
検
討
や
取
り
組
み
の

実
現
を
目
指
し
ま
す
。

み
ん
な
で
集
落
の
こ
と
を
話
し
ま
せ
ん
か

座
談
会
開
催
集
落
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

集
落
へ
の
思

い
や
集
落
の
自

慢
、
集
落
機
能

の
低
下
に
よ
り

不
安
や
不
便
に

感
じ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
話
し

合
う
座
談
会
を

開
催
す
る
集
落

を
募
集
し
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
と
山
王
丸
副
市
長
と
お
話
し

し
、
自
分
た
ち
の
集
落
の
こ
と
を
考
え
る

き
っ
か
け
に
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

開
催
を
希
望
す
る
集
落
の
代
表
者
の
方

は
、ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

総
合
政
策
課 

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１ 

内
線
２
３
７

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

夏
場
の
渇
水
や
雨
に
よ
る
濁
水
に
悩

ま
さ
れ
て
き
た
西
仙
北
の
大
沢
郷

地
区
。簡
易
水
道
施
設
の
完
成
を
祝
う
竣

工
記
念
式
典
が
10
月
28
日
、
同
地
区
公
民

館
で
開
か
れ
、
地
区
住
民
や
市
関
係
者
ら

約
１
８
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

成
瀬
ダ
ム
の
暫
定
豊
水
水
利
権
を
取
得

し
、雄
物
川
の
伏
流
水
を
水
源
と
し
て
、平

成
19
年
度
か
ら
５
カ
年
計
画
で
整
備
が
始

ま
り
ま
し
た
。４
８
１
戸
（
１
５
５
０
人
）
を

給
水
対
象
世
帯
と
し
て
21
年
に
一
部
世
帯

で
の
利
用
が
始
ま
り
、
昨
年
６
月
に
は
全

世
帯
へ
給
水
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

総
事
業
費
は
21
億
６
４
５
万
円
。沢
水

と
地
下
水
を
水
源
と
す
る
自
家
用
水
道
や

集
落
単
位
の
簡
易
水
道
を
利
用
し
て
き
た

方
々
の
水
環
境
の
改
善
が
図
ら
れ
、
旧
西

仙
北
町
か
ら
の
懸
案
だ
っ
た
、
安
全
安
心

な
生
活
に
不
可
欠
な
水
を
供
給
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

11月１日に行われた開通式では、栗林市長
と西仙北の大沢郷地区の方がテレビ電話
で通話
光ファイバケーブルの敷設により「いつで
も・どこでも・だれでも」都市部と変わらな
い超高速ブロードバンドサービスの提供
を受けることが可能になりました。

大沢郷地区公民館で行われた
竣工記念式典（写真上）
式典では、施設の整備にあた
り用地を提供していただいた
方々に感謝状が贈られました。

集落について一緒に考え、話し合っ
てみませんか。（座談会の様子）

完成した大沢郷地区簡易水道施設

東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
大
幅
に
低

下
し
た
東
北
電
力
管
内
の
電
気
供

給
力
。こ
れ
ま
で
の
み
な
さ
ん
の
節
電
の

取
り
組
み
と
発
電
施
設
の
復
旧
に
よ
り
電

力
需
給
バ
ラ
ン
ス
は
改
善
し
つ
つ
あ
る
状

況
で
す
。

　

し
か
し
、
冬
季
は
暖
房
機
器
の
使
用
な

ど
に
よ
り
電
力
需
要
が
増
加
す
る
た
め
、

今
冬
は
厳
し
い
電
力
需
給
状
況
と
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。東
北
電
力
管

内
で
は
、
他
社
か
ら
の
電
力
融
通
を
受
け

な
け
れ
ば
十
分
な
電
気
供
給
量
を
確
保
で

き
な
い
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
引
き

続
き
節
電
の
取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

　

市
は
11
月
18
日
、
国
の
対
策
方
針
に
基

づ
き
、
12
月
１
日
か
ら
平
成
24
年
３
月
31

日
ま
で
を
取
組
期
間
と
す
る
「
大
仙
市
冬

季
節
電
対
策
基
本
方
針
」を
策
定
。市
民
、

事
業
者
、市
で
力
を
合
わ
せ
、冬
の
節
電
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　
日
照
時
間
が
短
く
、気
温
が
低
下
す
る
冬

の
節
電
の
ポ
イ
ン
ト
は
照
明
と
暖
房
器
具
。

▼
こ
ま
め
な
消
灯
▼
暖
房
器
具
の
適
切
な

温
度
設
定
▼
こ
た
つ
な
ど
の
部
分
暖
房
の

活
用
▼
カ
ー
ペ
ッ
ト
や
断
熱
シ
ー
ト
で
の

熱
を
逃
さ
な
い
工
夫—

な
ど
を
心
掛
け
、

特
に
電
気
使
用
量
の
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
夕

方
以
降
の
節
電
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

冬
の
節
電
に
関
す
る
チ
ェ
ッ
ク
表
を
次

号
広
報
と
一
緒
に
配
布
し
ま
す
。体
調
に

留
意
し
な
が
ら
、無
理
の
な
い
範
囲
で
、ま

た
事
業
所
で
は
、
業
務
に
支
障
の
な
い
範

囲
で
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
︻
問
い
合
わ
せ
︼

 

環
境
交
通
安
全
課

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１ 

内
線
２
７
７



済んでいない方はお早めに
「子ども手当」の申請手続き

太田地域の市有地
一般競争入札で売却

専門家が無料でアドバイス
ホームページ活用支援

初心者の方も気軽に申し込みください
神岡情報センターパソコン教室

水質汚染事故につながります
油漏れにご注意ください

【問い合わせ・申請先】
 児童家庭課☎ 0187-63-1111 内線 103 
 各支所市民サービス課

【問い合わせ・申し込み】
 神岡支所市民サービス課
 ☎ 0187-72-2111

【問い合わせ】
 環境交通安全課 ☎ 0187-63-1111
 各支所市民サービス課
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子
ど
も
手
当
の
申
請
手
続

き
が
済
ん
で
い
な
い
方

は
、
早
め
の
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

平
成
24
年
３
月
末
ま
で
に
申

請
を
す
れ
ば
、
23
年
10
月
分
か

ら
の
手
当
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。た
だ
し
、
２
月
の
定

期
支
払
日
に
手
当
を
受
け
取
る

た
め
に
は
、
24
年
１
月
13
日
ま

で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
申
請
窓
口
／
児
童
家
庭
課
お

よ
び
各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

◆
持
参
す
る
も
の
／

 

①
印
鑑

 

②
請
求
者
本
人
の
健
康
保
険

被
保
険
者
証

 

③
請
求
者
本
人
名
義
の
通
帳

④
子
ど
も
が
市
外
に
住
ん
で

い
る
場
合
は
、
子
ど
も
の
世

帯
の
住
民
票
謄
本

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
い
た

だ
く
か
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◆
売
却
物
件
／

　

①
田
３
７
４
４
平
方
㍍

 

（
国
見
小
釣
木
88
番
外
１
筆
）

　

②
田
１
４
６
９
平
方
㍍

 

（
斉
内
段
ノ
腰
２
１
３
番
１
）

　

③
田
２
２
１
４
平
方
㍍

 

（
太
田
石
神
直
塚
１
６
１
番
１
）

◆
申
込
期
限
／

 

平
成
24
年
１
月
18
日（
水
）

※
申
し
込
み
の
際
に
、
市
農
業
委
員

会
が
発
行
す
る
「
買
受
適
格
証
明

書
」が
必
要
で
す
。12
月
26
日（
月
）

ま
で
に
農
業
委
員
会
事
務
局
、
ま

た
は
各
分
室
（
各
支
所
農
林
建
設

課
）に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
入
札
日
時
／
１
月
25
日
（
水
）

午
前
10
時
〜

◆
入
札
会
場
／
大
曲
庁
舎
３
階

 

第
一
委
員
会
室

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

○
入
札
に
つ
い
て

 

管
財
課

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

 

内
線
２
８
３

○
買
受
適
格
証
明
書
に
つ
い
て

 

各
農
業
委
員
会
分
室

 

大
仙
市
農
業
委
員
会
事
務
局

 

☎
０
１
８
７（
72
）４
６
１
１

市
で
は
、
市
内
の
企
業
を

対
象
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
効
果
的
に
活
用
し
、
事
業
活

動
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め

の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は「
検
索
エ
ン
ジ
ン
最
適

化
対
策（
Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
）」
に
つ
い

て
、専
門
家
が
企
業
を
訪
問
し
指

導
し
ま
す
。Ｓ
Ｅ
Ｏ
対
策
を
行
う

こ
と
で
、多
く
の
顧
客
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
誘
導
す
る
こ
と
が
で

き
、
顧
客
獲
得
の
機
会
を
増
や

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

希
望
す
る
企
業
は
、
ぜ
ひ
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
現
在
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
運
用
し
て
い
る
市
内
企
業

※
今
回
の
支
援
を
通
じ
て
、
新
た
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
立
ち
上

げ
る
と
い
う
場
合
は
対
象
外
と
な

り
ま
す
。

◆
指
導
料
／
無
料

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

情
報
シ
ス
テ
ム
課

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

 

内
線
３
８
５

 

株
式
会
社

 

Ａ
Ｓ
Ｔ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

 

齋
藤
さ
ん

 

☎
０
１
８
７（
66
）８
０
３
３

パ
ソ
コ
ン
初
心
者
や
文
字

入
力
の
で
き
る
方
を
対

象
に
し
た
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
受

講
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

講
師
が
ゆ
っ
く
り
丁
寧
に
指

導
し
ま
す
。パ
ソ
コ
ン
を
基
礎

か
ら
じ
っ
く
り
学
べ
る
チ
ャ
ン

ス
。こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
内
に
在
住
、在
勤
、

ま
た
は
在
学
し
て
い
る
18
歳

以
上
の
方

◆
時
間
／
午
後
２
時
〜
４
時

◆
会
場
／
神
岡
総
合
情
報
セ
ン

タ
ー
I
Ｔ
研
修
室

 

（
神
岡
庁
舎
内
）

◆
定
員
／
各
コ
ー
ス
先
着
12
人

◆
申
し
込
み
開
始
日
／

12
月
12
日（
月
）

※
同
時
に
２
コ
ー
ス
ま
で
の
申
し
込

み
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

☜
☜

　次の①、②に該当する方は、決められた期間内に申請しなければ、10月
分からの手当を受け取ることができません。
　期間内に必ず申請してください。
①10月以降に転入した方　　　　　　　転入日の翌日から15日以内
②10月以降に子どもが生まれた方　　　出生日の翌日から15日以内

ご注意ください・
・！ コース名 対象 期日 テキスト代 内容

初めての
パソコン 初心者

１月 17 日（火）、20 日
（金）、24 日（火）、27 日
（金）、31 日（火）

500 円 パソコンの電源の入れ方からマウスやキーボード
の使い方、文字入力までをゆっくり学習します。

ワード基礎 文字入力のできる方
２月 7 日（火）、10 日（金）、
14 日（火）、17 日（金）、
21 日（火）、24 日（金）

2,100 円 基本操作から、表やイラストなどを盛り込んだ
文書作成まで、役立つ使い方を学習します。

インターネット
入門 文字入力のできる方 ２月 28 日（火）、３月 7

日（水） 1,785 円 インターネットの基礎知識や利用方法などを学
習します。

申請時の
注意事項

灯
油
等
を
使
用
す
る
機
会

が
増
え
る
こ
れ
か
ら
の

季
節
は
、
河
川
等
へ
の
油
の
流

出
事
故
が
多
発
す
る
時
期
で

す
。河
川
や
側
溝
へ
油
が
流
出

し
た
場
合
、
事
故
処
理
費
用
は

原
因
者
に
請
求
さ
れ
ま
す
。家

庭
や
事
業
所
等
で
の
油
の
取
扱

い
に
は
十
分
注
意
し
て
、
油
の

流
出
に
よ
る
水
質
汚
染
事
故
を

な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
通
報
の
遅
れ
は
被
害

を
大
き
く
し
、
費
用
負
担
も
大

き
く
な
り
ま
す
。油
漏
れ
事
故

が
発
生
し
た
場
合
は
、
速
や
か

に
市
役
所
か
消
防
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

︻
連
絡
先
︼

 

各
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

 

環
境
交
通
安
全
課

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

 

内
線
２
７
７

 

大
曲
仙
北
広
域
市
町
村
圏
組
合

 

消
防
本
部

 
☎
０
１
８
７（
63
）０
１
５
０

こ
ん
な
こ
と
に
気
を
付
け
よ
う

○
暖
房
施
設
の
配
管
部
分
の
亀

裂
な
ど
が
原
因
の
油
漏
れ
事

故
が
増
え
て
い
ま
す
。定
期

的
に
点
検
し
ま
し
ょ
う
。

○
灯
油
を
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か

ら
ポ
リ
タ
ン
ク
に
移
す
際
に

は
、
そ
の
場
所
を
離
れ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

 

給
油
後
は
、
タ
ン
ク
の
バ
ル

ブ
が
き
ち
ん
と
閉
ま
っ
た
こ

と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

○
屋
根
か
ら
の
落
雪
、
除
排
雪

作
業
に
よ
る
配
管
の
破
損
等

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
貯
油
量
を

常
に
把
握
し
て
、
異
常
に
量

が
減
っ
て
い
な
い
か
を
確
認

し
ま
し
ょ
う
。

落雪やつらら
によるホーム
タンクの破損
に注意しまし
ょう
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大仙の思い  三陸へ届け

>> だいせん応援ハウス 12㌻ >> 届け地域の思い 18㌻>> 届け希望の光 15㌻

尊
い
命
、
財
産　
　
　
　

す
べ
て
を
奪
っ
た
大
震
災

　

３
月
11
日
午
後
２
時
46
分

ご
ろ
、
東
日
本
を
襲
っ
た
マ
グ

ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・０
の
大
地
震
。

震
源
は
牡
鹿
半
島
の
東
南
約

１
３
０
㌔
付
近
で
震
源
の
深

さ
は
約
24
㌔
。震
源
域
は
岩
手

県
沖
か
ら
茨
城
県
沖
ま
で
の

５
０
０
㌔
に
も
及
ん
だ
。国
内

観
測
史
上
最
大
で
、
１
９
０
０

年
以
降
に
発
生
し
た
世
界
の
地

震
で
も
４
番
目
の
規
模
。激
震

は
数
分
間
も
続
き
、そ
の
後
、最

大
数
十
㍍
の
大
津
波
が
東
日
本

太
平
洋
側
の
広
い
範
囲
に
押
し

寄
せ
、多
く
の
尊
い
命
、大
切
な

財
産
、
普
段
の
生
活
を
容
赦
な

く
一
瞬
に
し
て
奪
い
去
っ
た
。

　

ま
た
、
日
本
全
土
が
約
２
㍍

以
上
も
移
動
し
た
想
定
外
の
揺

れ
と
津
波
被
害
で
東
京
電
力

福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
で
は

炉
心
が
融
解
、
大
量
の
放
射
性

物
質
が
大
気
や
土
壌
、
海
洋
等

に
拡
散
、土
壌
や
海
洋
の
汚
染
、

農
林
水
産
物
の
汚
染
、
人
体
へ

の
影
響
、住
民
の
避
難
、電
力
不

足
、
そ
し
て
風
評
被
害
な
ど
数

多
く
の
問
題
を
も
た
ら
し
た
。

不
安
と
恐
怖
の
暗
闇
で

寒
さ
と
闘
っ
た
一
夜

　

大
仙
市
で
も
震
度
５
強
を
観

測
。経
験
し
た
こ
と
の
な
い
長

い
横
揺
れ
。幸
い
に
も
大
き
な

人
的
被
害
や
建
物
等
の
損
壊
は

な
か
っ
た
も
の
の
、
全
市
で
約

32
時
間
の
停
電
、
一
部
水
道
が

断
水
、
輸
送
網
の
寸
断
に
よ
る

ガ
ソ
リ
ン
や
灯
油
な
ど
の
燃
料

不
足
、
食
料
や
生
活
用
品
の
不

足
な
ど
市
民
生
活
に
影
響
を
与

え
た
。電
話
も
一
般
回
線
や
携

帯
電
話
も
通
じ
な
い
中
、
情
報

の
伝
達
も
収
集
も
で
き
な
い
ま

ま
、
真
っ
暗
な
場
所
で
恐
怖
と

不
安
を
抱
え
な
が
ら
一
晩
寒
さ

と
闘
っ
た
。電
気
が
復
旧
し
た

と
き
の
灯
り
が
希
望
の
光
の
よ

う
に
思
え
た
の
が
、
昨
日
の
こ

と
よ
う
に
思
い
返
さ
れ
る
。

被
災
地
と
歩
調
を
合
わ
せ

歩
み
続
け
る
私
た
ち

　

震
災
直
後
か
ら
市
役
所
に

続
々
と
集
ま
る
支
援
物
資
。２
日

後
の
13
日
に
は
被
災
者
の
安
否

確
認
相
談
や
義
援
金
の
募
金
活

動
を
開
始
。被
災
地
に
届
け
る

救
援
物
資
の
準
備
も
始
め
、一
部

は
同
日
に
届
け
た
。１
週
間
後
の

18
日
か
ら
は
正
式
に「
避
難
者
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
。避

難
者
の
受
け
入
れ
や
生
活
相
談

を
現
在
も
継
続
し
て
い
る
。

　

約
１
カ
月
後
の
４
月
18
日
に

は
、
岩
手
県
遠
野
市
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
拠
点
施
設
を
設
置
。

２
カ
月
に
わ
た
り
延
べ
６
５
５

人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
活
躍
。

引
き
続
き
陸
前
高
田
市
で
の
市

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
を
支

援
し
た
。

　

ま
た
、
被
災
し
た
方
の
心
の

ケ
ア
と
い
う
こ
と
で
、「
大
曲
の

花
火
」
や
温
泉
へ
の
招
待
事
業

を
実
施
す
る
な
ど
、
被
災
地
を

継
続
的
に
支
援
。市
以
外
に
も

学
校
や
商
店
街
、自
治
組
織
、各

種
団
体
が
自
主
的
に
支
援
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

　

同
じ
東
北
に
住
む
仲
間
と
し

て
、被
災
地
に
寄
り
添
い
、歩
み

を
同
じ
に
し
な
が
ら
一
歩
一
歩

共
に
歩
む
大
仙
市
民
。

　

被
災
地
復
興
の
緒
に
つ
い
た
ば

か
り
で
、
息
の
長
い
活
動
が
必
要

と
さ
れ
る
。震
災
か
ら
今
日
ま
で

の
２
６
５
日
の
足
跡
を
振
り
返
る
。

人
と
人
と
の
助
け
合
い
、
絆
を
感
じ
た
８
カ
月

市
民
総
参
加
の
被
災
地
・
被
災
者
支
援  

息
の
長
い
活
動
が
続
く

救援物資輸送／宮古市、釜石市、大船渡市、陸前高田市等へ 22 回
ボランティア活動支援／だいせん応援ハウス：２カ月間で延べ 655 人
陸前高田市のボランティア／ 156 人

被災地支援被災地支援

避難者サポートセンター／大曲武道館に３月 18 日設置
避難者 51 世帯、116 人（11 月 17 日現在）
大曲の花火招待事業／ 8 月 27 日、286 人を招待
震災被災者招待事業／ 10 月15日～ 11月７日、４回実施し 425 人招待

被災地支援被災者支援

緊急消防援助隊／３月11日～４月28日、延べ105 人を宮古市と南三陸町に派遣
身元不明者のご遺体 100 体を火葬（広域所有の斎場で）
職員派遣／延べ 341 人

被災地支援そ の 他

大
仙
市
の
被
災
地
・
被
災
者
支
援

震災被災者招待事業に参加いただいたみなさん。心から笑い、泣き、楽しんでいただいた

３月 11 日～ 11 月 30 日

※紙面の都合上、紹介できな
かった支援活動が、まだまだ
たくさんあります。
　官民挙げて支援活動に取り
組んでいる大仙市。活動に参
加されたみなさんには、紙面
を借りて御礼申し上げるとと
もに、今後ともご協力をお願
いいたします。
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V o i c e

　被災された方が心から発
した「疲れた」という言葉に、
黙っていられず陸前高田市
でも活動。ボランティアは

「今自分ができること」で特
別なことではありません。

第12次隊員
　髙 橋 静 子 さん

（東今泉一本木）

　被災地で大仙市から来ま
したと言えば、現地の方々
に喜ばれました。頼りにさ
れたことを誇りに思いま
す。息の長い被災地支援が
まだまだ必要です。

第２、９、10次隊員
　渡 邊  亨 さん

（大曲緑町）

　被災地の現状が切なく、
話すこともためらうほどで
したが、「人とのつながり」
を痛感。被災地での体験を
伝えることが今後の私の務
めと考えています。

第11次隊員
　斎 藤 恵 子 さん

（寺館）

初
仕
事
は
悪
臭
と
の
闘
い

　

１
次
隊
の
仕
事
は
水
産
加
工

場
の
冷
凍
庫
か
ら
流
出
し
、
１

カ
月
以
上
放
置
さ
れ
た
サ
ン
マ

や
サ
ケ
の
回
収
だ
っ
た
。津
波

で
何
も
か
も
失
い
、
が
れ
き
だ

け
が
残
る
土
地
に
散
在
す
る
魚

は
腐
敗
が
進
み
悪
臭
を
放
っ
て

い
た
。嘔お

う

吐と

し
そ
う
に
な
る
く

ら
い
の
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

強
烈
な
臭
い
。近
く
の
高
台
に

あ
る
避
難
所
か
ら
「
ど
う
に
か

し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
依
頼
を

受
け
て
の
作
業
だ
っ
た
。

　

被
災
地
ま
で
車
で
約
１
時
間

の
岩
手
県
遠
野
市
の
公
民
館
を

借
り
上
げ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

拠
点
「
だ
い
せ
ん
応
援
ハ
ウ
ス
」

を
４
月
18
日
に
設
置
。６
月
18

日
ま
で
の
２
カ
月
間
、３
泊
４
日

の
日
程
で
、
20
次
隊
ま
で
延
べ

６
５
５
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

活
動
し
た
。毎
日
約
20
人
が
活

動
で
き
た
た
め
、被
災
地
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
も
頼
ら

れ
る
存
在
に
成
長
し
て
い
っ
た
。

　

震
災
直
後
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
受
け
入
れ
側
と
派
遣
側
の

調
整
が
難
航
し
て
い
る
状
況

だ
っ
た
。被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
は
自
分
で
移
動
し
、
宿

泊
や
食
事
を
確
保
す
る
な
ど
被

災
地
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
、
い

わ
ゆ
る
自
己
完
結
型
の
活
動
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。市
で
は

１
０
０
㌫
被
災
地
に
迷
惑
を
掛

け
な
い
方
法
と
し
て
応
援
ハ
ウ

ス
の
設
置
を
決
定
。市
社
会
福

祉
協
議
会
と
も
協
力
し
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
希
望
す
る
市

民
を
行
政
が
全
面
的
に
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
す
る
仕
組
み
を
考
え

た
。全
国
で
も
珍
し
い
試
み
と

し
て
注
目
さ
れ
た
。

頼
り
に
な
る
市
民
育
つ

　

毎
日
約
20
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
寝
食
を
共
に
し
活
動
。被

災
地
の
要
望
に
合
わ
せ
活
動
。

家
屋
の
清
掃
、が
れ
き
撤
去
を
は

じ
め
、日
替
わ
り
で
多
岐
に
わ
た

る
作
業
を
こ
な
し
た
。

　

応
援
ハ
ウ
ス
撤
収
後
の
７
月

か
ら
は
陸
前
高
田
市
の
旅
館
３

部
屋
を
借
り
て
宿
泊
所
と
し
て

提
供
。食
事
や
交
通
手
段
は
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
側
が
用
意
す
る
。

活
動
レ
ベ
ル
を
一
段
高
く
、
自

己
完
結
型
に
よ
り
近
づ
け
た
。

　

６
５
５
人
の
崇
高
な
る
復

興
へ
の
精
神
。い
ざ
と
い
う
と

き
の「
頼
り
に
な
る
市
民
」と
し

て
、
災
害
に
強
い
新
た
な
大
仙

市
に
引
き
継
が
れ
る
。

６
５
５
人
の
精
神

２
カ
月
に
わ
た
る
被
災
地
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

３
泊
４
日
、
寝
食
を
共
に
被
災
地
で
汗
し
た
復
旧
作
業

「
被
災
し
た
方
の
心
に
寄
り
添
う
こ
と
」の
大
切
さ
を
学
ん
だ

1 2 5

3 4

6

㆒流出し放置された魚
の回収は悪臭の中での
作業㆓床板を上手に外
し泥を片付け叅天井付
近まで浸水した保育園
の調理室㆕おびただし
い量のがれき⓹⓺食堂
でもあり寝床でもある
56畳の大広間

１
次
隊
か
ら
20
次
隊
ま
で
の
メ
ン
バ
ー
６
５
５
人

魚
の
回
収
、
家
屋
の
清
掃
・
片
付
け
、
側
溝
清
掃
、
物
資
の

仕
分
け
、
草
刈
り
作
業
、
が
れ
き
撤
去
、
引
っ
越
し
作
業
、

花
の
種
ま
き
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
作
業
を
行
っ
た
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遠野市の後方支援 「扇の要」機能
― 津波が来ないからこそ、果たせる支援 ―

民話の里・岩手県遠野市が東日本大震災以降、
後方支援の一大拠点として機能している。
被害の大きい岩手県の沿岸６市町が
半径50㌔圏内にある地理的条件に加え、
地質的にも災害に強く、後方支援の好条件がそろう。
震災前から後方支援の構想を掲げ、備えてきた遠野市。
日本海側で今回のような災害が発生した場合、
大仙市も遠野市と同じような役割を果たせるのか。
先進地に学ぶべきことが多い。

岩手県遠野市長
本 田  敏 秋

自衛隊の基地となった遠野運動公園（写真左）
遠野市災害対策本部に駆け付けた沖縄県医師会医療チーム
写真提供：遠野市

Profiles
ほんだ・としあき
神奈川大卒。昭和 45 年県庁入り。
消防防災課長、久慈地方振興局長などを
経て平成14年の旧遠野市長選で初当選。
17 年の合併に伴う新市長選に無投票
当選。現在２期目。遠野市出身。64歳。

私たちは　決して　忘れない
　2011. ３.11　日本で何が起きたかを
私たちは　見つめ　受け止める
　被災地の惨状を　自分のこととして
私たちは　支え合い　助け合う
　同じ時代を生きる　人間として
私たちは　一生懸命　考える
　復興のために　いま何ができるかを
私たちは　ともに　歩む
　光り輝く　明るい未来に向かって

灯せ　希望の光！　つながれ　ニッポン！

遠
野
を
拠
点
に
集
結
、展
開

　

３
月
11
日
の
震
災
発
生
か
ら
、

わ
ず
か
14
分
後
の
午
後
３
時
。遠

野
市
は
遠
野
運
動
公
園
の
開
放
を

決
定
。自
衛
隊
を
受
け
入
れ
る
た

め
の
準
備
を
開
始
し
た
。

　

同
日
夜
、
北
東
北
３
県
や
北
海

道
な
ど
か
ら
陸
上
自
衛
隊
の
部
隊

が
集
結
。警
察
や
消
防
隊
、医
療
チ

ー
ム
も
全
国
か
ら
集
ま
り
、
20
日

ま
で
に
約
３
５
０
０
人
の
支
援
部

隊
が
遠
野
市
に
集
結
し
、
被
災
地

に
展
開
す
る
形
が
即
時
に
、
そ
れ

も
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
上
が
っ
た
。

地
の
利
を
生
か
し
て

　

遠
野
市
は
沿
岸
部
の
宮
古
市
、

山
田
町
、大
槌
町
、釜
石
市
、大
船

渡
市
、陸
前
高
田
市
、さ
ら
に
内
陸

部
の
盛
岡
市
や
奥
州
市
ま
で
半
径

50
㌔
圏
内
に
あ
る
。防
災
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
約
15
分
、
陸
路
で
も
約

１
時
間
の
時
間
距
離
。ま
さ
に「
扇

の
要
」と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、
遠

野
市
の
地
質
は
花
コ
ウ
岩
で
安
定

し
、
災
害
に
強
い
地
域
で
も
あ
り

後
方
支
援
拠
点
と
な
り
う
る
好
条

件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
。

現
実
の
も
の
と
な
っ
た
構
想

　

過
去
１
０
０
年
で
「
明
治
三
陸

地
震
」「
昭
和
三
陸
地
震
」「
チ
リ

地
震
津
波
」
と
い
っ
た
大
き
な
津

波
が
押
し
寄
せ
た
岩
手
県
沿
岸

部
。今
後
30
年
以
内
に
99
㌫
の
確

率
で
発
生
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る

「
宮
城
県
沖
地
震
」に
備
え
た
体
制

の
構
築
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。

　

遠
野
市
は
平
成
19
年
度
か
ら

「
地
震
・
津
波
被
害
に
お
け
る
後

方
支
援
拠
点
施
設
整
備
構
想
」
を

進
め
た
。同
年
の
岩
手
県
総
合
防

災
訓
練
、
翌
20
年
の
東
北
方
面
隊

震
災
対
処
訓
練（
み
ち
の
くA

ア
ラ
ー
ト

LERT

２
０
０
８
）で
は
、
地
震
津
波
災
害

が
広
範
囲
に
発
生
し
た
こ
と
を
想

定
。運
動
公
園
や
河
川
敷
で
、自
衛

隊
・
警
察
・
消
防
・
医
療
機
関
・
住
民

な
ど
と
の
合
同
訓
練
を
実
施
し
、

宮
城
県
沖
地
震
に
備
え
て
き
た
。

ま
た
、
今
後
予
測
さ
れ
る
災
害
に

対
し
速
や
か
に
対
応
で
き
る
「
後

方
支
援
拠
点
施
設
整
備
」
の
必
要

性
を
国
や
県
に
提
案
し
て
い
る
。

　

沿
岸
部
の
背
後
地
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、
近
隣
自
治
体
と
の
連

携
強
化
。市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

募
集
や
炊
き
出
し
、
生
活
用
品
の

搬
送
、
被
災
し
た
方
の
受
け
入
れ

な
ど
あ
ら
ゆ
る
後
方
支
援
を
市

民
と
一
緒
に
行
っ
た
。防
災
訓
練

を
重
ね
て
き
た
遠
野
市
は
11
月
４

日
、
政
策
本
位
の
政
治
の
実
現
を

目
指
す「
第
６
回
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
大

賞
」の
復
興
支
援
賞
を
受
賞
し
た
。

大
仙
市
の
果
た
す
役
割
は

　

今
回
の
よ
う
な
震
災
が
日
本
海

側
で
起
こ
っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
。

　

日
本
地
図
を
奥
羽
山
脈
で
折
り

返
す
と
、
大
仙
市
は
遠
野
市
と
重

な
り
合
う
。内
陸
部
の
大
仙
市
が

遠
野
市
の
よ
う
な
役
割
を
担
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

大
仙
市
は
、
県
内
12
市
や
国
道

１
０
７
号
を
軸
と
し
た
大
船
渡
市

や
釜
石
市
、北
上
市
な
ど
、国
道
46

号
を
軸
と
し
た
盛
岡
市
、宮
古
市
、

そ
し
て
神
奈
川
県
座
間
市
と
災
害

時
に
お
け
る
応
援
協
定
を
結
ん
で

い
る
が
、安
心
し
て
は
な
ら
な
い
。

よ
り
一
層
の
連
携
強
化
。災
害
に

備
え
た
準
備
を
住
民
と
企
業
、
行

政
が
一
緒
に
な
っ
て
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

陸前高田市

遠 野 市

大 仙 市

半径50㌔半径50㌔

半径50㌔半径50㌔

盛 岡 市秋 田 市

由利本荘市

にかほ市

男 鹿 市

宮 古 市

大 槌 町

釜 石 市

大 船 渡 市

山 田 町

>> 沿岸からの距離
大仙市・遠野市の比較

太平洋沿岸に対する遠野市、
日本海沿岸に対する大仙市。
地理的条件は似ている

届
け
希
望
の
光
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V o i c e V o i c e
　依頼を受け、花火打ち上げ
を快諾させていただきまし
た。釜石初となる尺玉、創造
花火。「大曲の花火」の名に
ふさわしい花火を打ち上げ
ることができたと思います。

大曲の花火協同組合組合長
　久米川 正 行 さん

（神宮寺福島）

　一つの団体では「できる」
ことに限界があります。
　人との縁、そして団体な
どがつながることで、広が
りを持った事業を実現する
ことができました。

花火ときめきネットワーク代表
　佐 藤 美佐子 さん

（戸地谷大和田）

鎮
魂
と
復
興
を
願
い

　

浜
風
が
太
平
洋
沿
岸
特
有
の

深
い
霧
を
運
ぶ
中
、
鎮
魂
と
復

興
を
願
う
花
火
が
７
月
16
日
、

岩
手
県
宮
古
市
田
老
の
「
グ
リ

ー
ン
ピ
ア
三
陸
み
や
こ
」
で
打

ち
上
げ
ら
れ
た
。グ
リ
ー
ン
ピ

ア
の
敷
地
内
に
は
仮
設
住
宅
が

建
設
さ
れ
て
お
り
、
約
４
０
０

世
帯
が
暮
ら
す
。

　

初
め
は
献
花
を
意
味
す
る
銀

菊
の
ス
タ
ー
マ
イ
ン
を
打
ち
上

げ
、
そ
し
て
美
し
い
ふ
る
さ
と

の
風
景
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
て
、

「
故
郷
」
の
曲
に
合
わ
せ
て
の
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
花
火
。先
が
見
え

な
い
被
災
地
の
心
の
霧
を
花
火

で
晴
ら
そ
う
と
す
る
か
の
よ
う

に
約
１
２
０
０
発
の
花
火
が
打

ち
上
げ
ら
れ
た
。

　

花
火
を
打
ち
上
げ
た
の
は

「
花
火
と
き
め
き
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」（
佐
藤
美
佐
子
代
表・会
員
24
人
）。

5
月
末
、
メ
ン
バ
ー
の
田
老
地

区
に
住
む
知
人
か
ら
、「
花
火

の
力
で
元
気
に
し
て
ほ
し
い
」

と
依
頼
さ
れ
た
。

１
カ
月
半
で
１
１
２
万
円

　

依
頼
を
受
け
す
ぐ
に
一
口

５
０
０
円
の
「
ご
百

ひ
ゃ
く

縁え
ん

追
悼
花

火
募
金
」
を
ス
タ
ー
ト
。目
標
額

50
万
円
で
２
０
０
発
以
上
の
花

火
を
予
定
し
た
が
、
目
標
を
大

幅
に
上
回
る
約
１
１
２
万
円
の

浄
財
が
集
ま
っ
た
。

　
「
被
災
地
の
た
め
に
〝
何
か
し

た
い
〞〝
力
に
な
り
た
い
〞
と
多

く
の
人
が
思
っ
た
は
ず
で
す
が

一
人
で
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
花
火
に
快
く
寄
付
し
て
く

れ
る
市
民
性
か
ら
多
く
の
協
力

を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

花
火
に
は
元
気
や
勇
気
を
与
え

る
力
が
あ
る
」と
メ
ン
バ
ー
。

　

来
場
者
は
予
想
を
上
回
る
約

４
５
０
０
人
。「
み
ん
な
の
募

金
や
応
援
、
心
の
慰
み
が
天
ま

で
届
い
た
と
思
い
ま
す
。多
く

の
人
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し

た
」
と
メ
ン
バ
ー
の
晴
れ
や
か

な
表
情
が
印
象
的
だ
っ
た
。

サ
プ
ラ
イ
ズ
企
画
が
夜
空
に

　

10
月
23
日
、
岩
手
県
釜
石
市

で
は
震
災
後
初
の
大
規
模
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
た
。釜
石
復

興
イ
ベ
ン
ト「
た
ち
あ
が
ろ
う

釜
石
」。来
場
者
は
約
８
０
０
０

人
、
会
場
は
身
動
き
で
き
な
い

ほ
ど
混
み
合
っ
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
終
了
の
午
後
５
時
、

「
終
了
時
刻
と
な
り
ま
し
た
が
、

ス
ペ
シ
ャ
ル
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
用

意
し
て
い
ま
す
。た
だ
い
ま
か

ら
大
曲
の
花
火
を
打
ち
上
げ
ま

す
」と
ア
ナ
ウ
ン
ス
さ
れ
る
と
、

会
場
に
歓
声
と
拍
手
が
巻
き
起

こ
っ
た
。

　

サ
プ
ラ
イ
ズ
企
画
と
し
て
、

主
催
者
か
ら
大
曲
の
花
火
協
同

組
合（
久
米
川
正
行
組
合
長
）
が
依

頼
を
受
け
た
。釜
石
で
は
初
の

打
ち
上
げ
と
な
る
直
径
30
㌢
の

尺
玉
や
大
曲
発
祥
の
創
造
花
火

が
、
釜
石
の
夜
空
に
大
輪
の
花

を
咲
か
せ
た
。

新
た
な
一
歩
の
き
っ
か
け

　

打
ち
上
げ
現
場
は
、
安
全
面

を
考
慮
し
て
メ
ー
ン
会
場
か
ら

約
２
㌔
離
れ
た
埠ふ

頭と
う

。尺
玉
な

ど
の
大
玉
や
釜
石
の
四
季
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
創
造
花
火
が
、
悲

し
み
を
乗
り
越
え
、
新
た
な
一

歩
を
踏
み
出
そ
う
と
す
る
釜
石

に
希
望
の
光
を
届
け
た
。

　

夜
空
を
染
め
る
一
発
一
発
に

拍
手
す
る
観
覧
者
。花
火
を
撮

影
す
る
私
の
隣
の
親
子
か
ら
、

「
見
た
こ
と
の
な
い
花
火
が
た

く
さ
ん
打
ち
上
が
っ
た
。元
気

と
勇
気
を
も
ら
い
ま
し
た
」
と

感
謝
の
言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

大
曲
の
花
火
が
釜
石
の
空
に

ご
百
縁
花
火
で
鎮
魂

花
火
の
〝
ち
か
ら
〟
で
元
気
に
な
っ
て
ほ
し
い

花
火
の
ま
ち
だ
か
ら
で
き
る
こ
と

1 2

5

3 4

12

3

4

5

㆒釜石の夜空を大輪の花で彩った尺玉。釜石の特産で
あるサケのオブジェと10号割物花火㆓打ち上げ現場
は市街地から２㌔離れた埠頭叅花火の筒を設置し、打
ち上げの安全を願い、お神酒で現場を清める㆕打ち上
げに参加した市内４業者の花火師⓹約8,000人の人出
でにぎわった釜石復興イベント「たちあがろう釜石」

㆒霧に包まれる中、献花を意味す
る銀菊のスターマインで幕が開け
た㆓叅子どもたちには花火線香や
ぬいぐるみなどがプレゼントされ
た㆕仮設の共同店舗「たろちゃん
テント」前での集合写真。メンバー
の笑顔がまぶしい⓹花火玉の募金
箱は市内20カ所に設置された

意
気
に
感
じ
た
花
火
業
者
は
珠
玉
の
作
品
を
持
ち
寄
っ
た

大
曲
の
花
火
の
象
徴「
尺
玉
」と「
創
造
花
火
」で
希
望
を
伝
え
る

活
動
は
チ
ー
ム
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
、
人
の
輪
が
広
が
り

一
口
５
０
０
円
で
、
１
１
２
万
円
も
の
浄
財
が
集
ま
っ
た

WORD

※大曲の花火協同組合
大曲の花火の地位向上のために昭
和57年に設立され、来年で30年を
迎える。現在は市内花火４業者で構
成される。
今回は７号、10号の大玉割物と釜石
の四季を表現した創造花火など約
800発を打ち上げた。

WORD

※花火ときめき
ネットワーク

平成17年に設立し、女性の感性を生
かし、女性の視線から花火を楽しむ
活動などを行っている。当初「とき
めきチーム」だったが、今回の活動
から活動の輪が広がり「ネットワー
ク」と改名。

www16.plala.or.jp/TOKIMEKI/

届け希望の光

16DAISEN City Public Relations 2011.1217



紡ぎ続ける 265 日
大仙の思い　三陸へ届け

K
IZ

U

NA  will  be  continued  265day

s 
 o

r  
m

or
e

届け地域の思い

18DAISEN City Public Relations 2011.1219

V o i c e
　とても不便な生活を送っ
ている被災地の方々。力強
く生き抜く姿に頭が下がる
思いでした。助け合いや支
え合って生活することの大
切さを実感しました。

太田中学校JRC事務局長
　煤 賀 美 亜 さん

（太田町三本扇）

り
か
か
り
、
８
月
下
旬
に
３
年

生
が
育
て
た
ベ
ゴ
ニ
ア
や
サ
ル

ビ
ア
の
プ
ラ
ン
タ
ー
３
０
０
個

を
大
槌
中
学
校
に
送
り
届
け
、

10
月
下
旬
に
は
１
年
生
が
大

槌
町
の
仮
設
住
宅
に
パ
ン
ジ
ー

４
６
０
鉢
を
配
付
し
た
。

　

２
年
生
は
、
１
年
生
か
ら「
太

田
中
の
笑
顔
と
元
気
を
届
け
て

ほ
し
い
」
と
い
う
バ
ト
ン
を
託

さ
れ
て
の
出
発
と
な
っ
た
。

互
い
を
思
う
心　
　
　

そ
れ
が
本
物
の
強
さ

　

午
前
10
時
40
分
、
現
地
に
到

着
。直
ち
に
活
動
を
開
始
し
た
。

　

鍋
が
温
ま
る
ま
で
、
男
子
は

仮
設
住
宅
一
軒
一
軒
を
訪
ね
、

新
米
５
㌔
を
配
り
な
が
ら
在
宅

を
確
か
め
、「
だ
ま
こ
汁
を
一
緒

に
食
べ
る
か
」「
何
食
必
要
か
」

な
ど
の
情
報
を
収
集
。ま
た
、
女

子
は
仮
設
住
宅
が
敷
地
内
に
あ

る
吉き

里り

吉き

里り

中
学
校
の
給
食
時

間
に
、だ
ま
こ
汁
を
配
っ
た
。

　

食
欲
そ
そ
る
匂
い
が
辺
り
に

漂
い
は
じ
め
る
と
、い
よ
い
よ
昼

食
時
間
。平
日
の
昼
だ
っ
た
が
約

30
世
帯
の
方
々
と
昼
食
を
共
に

で
き
た
。漬
け
物
や
お
に
ぎ
り
、

太
巻
き
な
ど
を
添
え
て
歓
迎
す

る
家
庭
、
ベ
ン
チ
と
テ
ー
ブ
ル

を
出
し
て
複
数
世
帯
で
の
食
事

な
ど
、ス
タ
イ
ル
は
さ
ま
ざ
ま
。

熱
々
の
だ
ま
こ
汁
を
食
べ
な
が

ら
、震
災
時
の
様
子
、津
波
の
怖

さ
な
ど
被
災
地
の
被
害
と
現
状

に
耳
を
傾
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
「
笑
顔
が
た
く
さ
ん
あ
ふ
れ
、

う
れ
し
か
っ
た
」「
復
興
に
向
け

た
ひ
た
む
き
な
姿
を
感
じ
た
」

「
家
族
の
深
い
絆
や
愛
情
を
知

っ
た
」「
本
当
の
強
さ
と
は
、
逆

境
に
め
げ
ず
生
き
抜
き
、
互
い

を
思
い
や
る
心
」な
ど
、
短
い
交

流
だ
っ
た
が
、そ
れ
ぞ
れ
の
ド
ラ

マ
の
中
で
、多
感
な
子
ど
も
た
ち

は
、震
災
を
我
が
こ
と
の
よ
う
に

受
け
止
め
、そ
し
て
考
え
た
。

　

被
災
地
で
暮
ら
す
人
た
ち
に

寄
り
添
い
、
生
き
様
や
心
意
気

を
知
っ
た
濃
厚
で
貴
重
な
時

間
。帰
り
の
バ
ス
に
向
か
っ
て

「
あ
り
が
と
う
」
と
叫
び
な
が
ら

い
つ
ま
で
も
手
を
振
る
仮
設
住

宅
の
人
た
ち
。子
ど
も
た
ち
も

「
ま
た
来
る
か
ら
ね
」
と
手
を
振

り
続
け
た
。

　

地
域
の
協
力
で
実
現
で
き
た

活
動
。「
地
域
の
思
い
」
と
い
う

心
温
ま
る
太
田
の「
こ
こ
ろ
」を

届
け
る
こ
と
が
で
き
た
。私
た

ち
よ
り
も
は
る
か
に
厳
し
い
状

況
に
置
か
れ
て
い
る
被
災
地
の

た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
。太

田
中
の
活
動
は
、今
後
も
続
く
。

太
田
産
だ
ま
こ
汁　
　

笑
顔
と
元
気
を
込
め
て

　

朝
霧
が
立
ち
込
め
る
11
月
１

日
午
前
６
時
30
分
、
太
田
中
学

校
２
年
生
63
人
が
登
校
。バ
ス

２
台
に
乗
り
込
み
、
世
帯
数
80

の
岩
手
県
大
槌
町
吉き

里り

吉き

里り

地

区
の
仮
設
住
宅
を
目
指
し
た
。

　

横
沢
の
曲
ネ
ギ
な
ど
太
田
の

食
材
を
使
っ
た「
だ
ま
こ
汁
」を

仮
設
住
宅
に
住
む
方
と
一
緒
に

が
れ
き
に
咲
く　
　
　

一
輪
の
赤
い
花

　

全
校
生
徒
が
被
災
地
を
訪
れ

活
動
し
て
い
る
太
田
中
学
校
（
今

井
聰
校
長
、
生
徒
数
１
８
０
人
）。活
動

の
ヒ
ン
ト
は
、大
槌
町
で
撮
影
し

た
１
枚
の
写
真
だ
っ
た
。東
日

本
大
震
災
か
ら
３
カ
月
後
の
６

月
、
太
田
中
教
職
員
と
生
徒
会

代
表
が
被
災
地
視
察
の
際
に
撮

影
し
た
も
の
。灰
色
に
く
す
ん

だ
が
れ
き
の
中
で
老
夫
婦
が
赤

い
花
を
植
え
、手
入
れ
を
し
て
い

た
。色
の
な
い
ま
ち
に
シ
ョ
ッ
ク

を
受
け
た
生
徒
の
心
を
赤
い
花

が
和
ま
せ
て
く
れ
た
と
い
う
。

　
「
色い

ろ彩
の
な
い
大
槌
に
、
太
田

の
花
を
届
け
よ
う
」

　

太
田
は
地
域
を
挙
げ
て
花
壇

コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
す
る
ほ
ど

の〝
花
の
ま
ち
〞。早
速
準
備
に
取

食
べ
、
温
か
い「
こ
こ
ろ
」と
太

田
産
あ
き
た
こ
ま
ち
の
新
米
を

届
け
よ
う
と
い
う
も
の
。

　

だ
ま
こ
汁
２
５
０
食
分
の
食

材
や
新
米
５
４
０
㌔
は
、
保
護

者
を
は
じ
め
地
域
の
協
力
で
集

ま
っ
た
。

　
地
域
の
思
い
と
元
気
を
込
め
た

だ
ま
こ
汁
。緊
張
と
不
安
が
募

る
子
ど
も
た
ち
。滞
在
時
間
は

わ
ず
か
に
３
時
間
。太
田
中
２

年
生
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

だ
ま
こ
汁
の
味
は「
地
域
の
思
い
」

太
田
中
学
校
は
６
月
か
ら
全
校
で
大
槌
中
学
校
と
交
流
を
図
る

２
年
生
は
笑
顔
と
元
気
を
だ
ま
こ
汁
に
込
め
届
け
た

秋
田
の
郷
土
料
理「
だ
ま
こ
汁
」と
太
田
産
あ
き
た
こ
ま
ち
を
振
る
舞
う

1579

68

10

3

2

4

⓹ダシ取りや具材の下ごしらえは前日に２
年生女子と保護者が行った。だまこ汁250食
分の食材、太田産新米あきたこまち540㌔は
保護者や地域の方々から提供を受けた
⓺釜石市の新日鉄釜石前の丁字路を曲がる
と見えてくる被災地の状況に、にぎやかだっ
た子どもたちの話し声が消え、息をのむ
柒仮設住宅一軒一軒にメッセージを添えた
あきたこまちの新米５㌔を配る男子生徒
⓼吉里吉里中学校にだまこ汁を届ける女子
生徒
⓽道路にベンチとテーブルを出してみんな
で食べるグループ
⓾被災地の生活の今を聞くことができた

㆒太田中の活動のヒントになった写真。真ん中の人
物の後ろに小さな赤い花が咲いていた。「色彩のな
い大槌に、太田の花を届けよう」を合い言葉に、太田
中学校の活動は始まった
㆓仮設住宅の暑さ軽減のために贈った、太田中全校
生徒が作った応援メッセージ入りうちわ。大切に使
っていると話す仮設住宅の方々が多かった。「だま
こ汁で心も体も温かくなった。短い時間の交流だっ
たが、別れがたい」と話してくれた
叅８月24日、25日、大槌中学校の仮設校舎が建設
されている大槌町総合運動公園に花のプランター
300個を届けた３年生
㆕10月25日、仮設住宅にパンジー460鉢を届けた１
年生。メッセージを添えて一軒一軒に届けた
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㆒協和小５
年生の元気
を届ける
㆓イオン社
員に託す協
和小児童
叅10月５日
に行われた
稲刈り

サケとネギ、キャベツ、タマネ
ギなどの野菜をみそ仕立てに

し、一緒にアルミホイルに包んで蒸
し焼きにする「ちゃんちゃん焼き」。
会場にはおいしい匂いが漂った。
　もともと漁師が船の上で料理した
メニュー。宮古市ではよく食べられ、
サケの身が箸でほぐれるようになっ
たら、サケと野菜を混ぜて食べる。
この豪快な料理を初めて食べる参加
者は多かった。
　内小友の余目直売所で 11月５日、
余目ほたる新そばの試食会が行われ
た。余目いきいき会議協議会（加藤加一

会長）が毎年行っている秋の恒例行事。
今年は、新そばを食べてもらい東日本

大震災の被災地を応援しようと、大曲、
宮古両商工会議所の協力を得て宮古
市白浜地区の仮設住宅で暮らす15 人
と南部鮭加工研究会（佐々木信男会長）

の会員ら10 人の計 25 人を招待した。
招待客以外から参加料１人 500 円を
集め、被災地への寄付に回した。
　ほたるの飛び交う自然豊かな余目
地区。減反対策としてそばを栽培し

「余目ほたるそば」と名付け販売して
いる同協議会。加藤会長は「地区を
挙げて白浜地区のみなさんを歓迎し
ます。心づくしの新そばを用意しまし
た。自然の試練ではなく、今日は自然
の恩恵を心ゆくまで楽しんでほしい」
とあいさつし、新そばを振る舞った。

　白浜地区の自治会長で宮古漁協の
理事も務める下川信義さんは「83 世
帯 215 人が生活していた白浜地区で
は、12 棟が津波で流されました。同
地区には秋田から嫁いでいる方がい
るなど、縁を感じます。神も仏もい
ないものかと一時は思いましたが、
このようなおもてなしで心も体も癒
されます。この縁を大切にして長い
付き合いになるよう交流を続けた
い」と話す。
　両地区が特産品を持ち寄り始まっ
た交流。「浜のものもおいしいが、
里もおいしい」と白浜地区の人たち。
この縁を大切にし、末永い交流を深
めたいと顔をほころばす。

大曲商工会議所青年部の声掛け
で、花火通り商店街有志や街

のにぎわいづくりに関わる団体の会
員らが立ち上げた土屋館衆、市内の
各種団体や会議所会員の多くの知
人・友人が協力し、被災地への独自
支援を続けている。
　「陸の孤島と化し、支援が届きに
くい小さな町こそ我々が応援しなけ
れば」と、初めは岩手県山田町の大
沢小学校と大槌町の吉里吉里小学校
を活動の場所に選んだ。共に津波で
壊滅的な被害を受けた地区。震災１
週間後から独自に支援を始めた。
　現地の知人や避難所の責任者と直
接連絡を取り合い必要な支援を行
い、そこで新たに情報を得て、次の
活動へと広がっていった。11 月現在
で 22 回も現地を訪れ活動している。
　初めは物資の提供。次は避難所の
食事がおにぎりやパンが中心と聞

き、栄養面を考え炊き出しに変更。
不足しているたんぱく質やビタミン
を補ってもらおうと、一回あたり
1,500 食規模で焼肉や野菜炒めを炊
き出したこともあった。しかし、夏
あたりから避難所の空気が変わって
きた。提供だけでは、現地商業再生
の足を引っ張ることにもなる。
　避難先でのコミュニティー作り、
隣人同士のつながり、再生が課題と
なってきた。仮設住宅に入居できて
も抽選によるため隣近所は知らない
人ばかりで、ふさいだ気持ちをます
ます助長させてしまう。
　そこで、ご当地グルメ団体の仲間
や音楽グループと一緒に出かけ、現
地のイベント協力に進路を変更し
た。
　「地域がバラバラになり心までバ
ラバラにならないためのコミュニ
ティー作り、地域の再構築が求めら

れています。まつりには意味があり
力がある。人との結びつきを太くし、
気分転換、ガス抜きの効果もある。
これからも被災地の要望に合った活
動を続けたい」とメンバーの一人は
話してくれた。

ジ
だ
」を
合
い
言
葉
に
活
動
し
て

い
る
同
校
。「
復
興
へ
の
道
の
り

は
長
く
復
興
を
担
う
の
は
子
ど

も
た
ち
」と
藤
本
竜
伸
校
長
は
、

気
持
ち
を
一
つ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

て
い
る
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
。

　

農
業
体
験
４
年
目
の
協
和

小
。今
年
は
イ
オ
ン
社
員
が
荒
浜

小
に
コ
メ
を
届
け
、11
月
30
日
の

同
校
の
お
に
ぎ
り
パ
ー
テ
ィ
ー

で
使
わ
れ
た
。新
米
が
つ
な
ぐ
２

つ
の
小
学
校
。つ
や
つ
や
の
お
む

す
び
の
よ
う
に
縁
を
結
ん
だ
。

V o i c e
　「荒浜小学校のみんなが
元気になってほしい」とい
う協和小５年生の元気が詰
まっています。私たちが育
てた特別栽培米を食べて笑
顔になってください。

協和小学校５年
　加 藤 愛 梨 さん

（協和小種）

大
手
ス
ー
パ
ー
・
イ
オ
ン

が
栽
培
委
託
し
て
い
る

協
和
小
種
の
農
業
法
人
「
た
ね

っ
こ
」
で
農
業
体
験
し
て
い
る

協
和
小
学
校
５
年
生
52
人
。農

薬
を
通
常
の
半
分
に
抑
え
た
特

別
栽
培
米
の
あ
き
た
こ
ま
ち

１
０
０
㌔
を
被
災
地
に
送
る
出

発
式
が
11
月
４
日
、
イ
オ
ン
大

曲
店
で
行
わ
れ
た
。

　

被
災
地
へ
の
支
援
を
模
索
し

て
い
た
協
和
小
。震
災
後
に
仙

台
市
若
林
区
の
荒
浜
小
学
校
か

ら
の
転
校
児
童
を
通
じ
て
被
災

地
の
状
況
を
知
り
、
津
波
で
校

舎
が
壊
れ
、
近
く
の
学
校
に
間

借
り
し
て
授
業
を
受
け
て
い
る

同
校
児
童
を
応
援
す
る
た
め
、

コ
メ
を
送
る
こ
と
を
決
め
た
。

　

協
和
小
校
歌
３
番
の
歌
詞
に

あ
る
「
未
来
を
見
つ
め
チ
ャ
レ
ン

特産物を持ち寄り交流
「余目ほたる新そば」と「サケのちゃんちゃん焼き」

これからは心のつながり、地域コミュニティーの再構築のお手伝いを
大曲商工会議所青年部、土屋館衆、年代会、商店街、各種団体と個人が連携

協
和
小
５
年
生
が
コ
メ
１
０
０
㍃
を
被
災
地
の
仲
間
に
送
る

私
た
ち
が
育
て
た
コ
メ
で
笑
顔
に
な
っ
て
ほ
し
い

V o i c e
　余目自慢のそばと宮古の
秋の味覚であるサケ。それ
ぞれの特産品を持ち寄って
の交流。この縁を大切に温
め、互いの活性化につなが
ればと思います。

余目いきいき会議協議会会長
　加 藤 加 一 さん

（内小友太田）

　少しずつ漁港の復旧が進
み、震災前の３分の１ほど
の水揚げができるようにな
りました。今回の訪問をき
っかけに交流を深めたいと
思います。

宮古市白浜地区自治会長
　下 川 信 義 さん

（宮古市）

1

2

3

1

1

2

3

4 5

2

㆒みそ仕立ての野菜をサケの上に乗せ、アルミホイ
ルに包んで蒸し焼きする「ちゃんちゃん焼き」
㆓南部鮭加工研究会の佐々木会長（写真右）が調理
方法などを紹介
叅白浜地区の女性がサケ汁を調理してくれた
㆕⓹おいしいものを食べると笑顔があふれる

㆒10月２日の名取市
愛島笠島仮設住宅広
場で行った活動は音
楽バンドとともに活
動
㆓同日、生ビールも
振る舞いまつりのム
ードを盛り上げる。
お酒も入り住民の交
流も滑らかに
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V o i c e
　震災そして慣れない避難
所や仮設住宅での暮らし
に、だいぶストレスが溜ま
っていると思います。私た
ちの活動で身も心もリフレ
ッシュできればと思います。

秋田県鍼灸マッサージ師会
　副会長 高 橋 和 彦 さん

（大曲上大町）

　被災地の方々のために何
かできないかと思ってい
た矢先、市から支援の話し
をいただき会員の協力を得
て、お役に立てたことをう
れしく思います。

秋田県理容生活衛生同業組合
仙北支部長 今 田  博 さん

（刈和野）

　私たちの技術が支援にな
るのであればとの思いから
お受けいたしました。限られ
た時間でしたが、みなさんの
笑顔をうれしく思い、元気を
いただきました。

秋田県美容生活衛生同業組合
大曲支部長菅 原 亜津子さん

（朝日町）

　私たちができる支援のチャ
ンスを与えられたと思ってい
ます。心からゆっくりしてもら
えるよう、パイプオルガンやリ
コーダーなどでクラッシックや
民謡、歌謡曲を演奏しました。

パイプオルガンなどを演奏
倉 橋 正 伸、三紀子 夫妻

（大曲日の出町）

㆒全校音楽で知られる大川西根小学校
の第41回楽器まつり演奏会。同校１、２
年がピアニカ、３年がリコーダー、４年
以上が弦、金管、打楽器を演奏する。第１
部が全校音楽演奏会で第２部がウエス
トドリームミュージカル。20年目を迎
えるミュージカルの題名は「シオンが教
えてくれたこと」。「みんなの心が一つ
になること」の大切さを約１時間の音楽
劇で表現した。子どもたちの演奏演技が
感動の涙を誘った
㆓仙北市の「安藤兄弟」の和太鼓演奏に
会場は大盛り上がり。自然に手拍子が湧
いた
叅公立の小学校では唯一パイプオルガ
ンが設置されている大川西根小学校。パ
イプオルガンの荘厳な音色を初めて聞
く方も多く、心から癒されたといった感
想が数多く寄せられた。倉橋三紀子さん
の演奏以外にも、パイプオルガンの音が
出る仕組みについての体験や倉橋正伸
さんのリコーダー演奏などで和ませた
㆕⓹希望者にはマッサージや理美容の
サービスも提供。マッサージ師や理容
師、美容師が、招待者が宿泊する施設に
出向きサービスを行った

6

8

7

9

「
感
謝
」に
包
ま
れ
て

　

11
月
６
日
に
行
わ
れ
た
大
川

西
根
小
学
校（
佐
藤
千
鶴
校
長
、児
童

数
71
人
）の「
第
41
回
楽
器
ま
つ
り

演
奏
会
」の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
は
、

「
感
謝
」
と
い
う
言
葉
で
会
場
が

包
ま
れ
、感
動
の
涙
、そ
し
て
拍

手
が
鳴
り
止
ま
な
か
っ
た
。

　

全
校
音
楽
活
動
50
年
、
楽
器

ま
つ
り
40
周
年
を
昨
年
迎
え
、

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た
同

校
。今
年
は
紡
ぎ
上
げ
て
き
た

伝
統
に
岩
手
県
の
４
市
町
の
被

災
地
の
方
々
を
招
き
、
音
楽
を

通
じ
た
交
流
の
輪
を
さ
ら
に
広

げ
た
。豊
か
な
未
来
に
向
け
て
、

音
楽
を
と
お
し
て
ひ
た
む
き
に

努
力
す
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
か

ら
、招
待
者
は
勇
気
と
元
気
、そ

し
て
感
動
を
も
ら
っ
た
。

４
２
５
人
を
無
料
招
待

　

市
が
被
災
地
で
の
支
援
活
動

で
お
世
話
に
な
っ
た
岩
手
県
宮

古
市
、
大
槌
町
、
大
船
渡
市
、
陸

前
高
田
市
の
被
災
し
た
方
を
招

待
す
る
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業
を

企
画
。参
加
者
を
募
集
し
、
抽
選

に
当
た
っ
た
４
２
５
人
を
10
月

15
日
か
ら
４
週
に
わ
た
り
、
１

泊
２
日
と
２
泊
３
日
の
日
程
で

無
料
招
待
。市
が
バ
ス
で
送
迎

し
、
市
が
所
有
す
る
温
泉
施
設

に
宿
泊
。大
川
西
根
小
学
校
で

の
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
演
奏
、同
小

の
音
楽
活
動
、
和
太
鼓
演
奏
や

花
火
シ
ョ
ー
、そ
し
て
希
望
に
応

じ
て
市
内
酒
蔵
や
紅
葉
が
始
ま

っ
た
旧
池
田
氏
庭
園
の
見
学
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
理
美
容
や
マ

ッ
サ
ー
ジ
の
サ
ー
ビ
ス
、無
料
の

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
行
っ
た
。

大
仙
市
の
秋
の
稔
り
を
楽
し
ん

で
も
ら
う
目
的
で
、
夏
の
大
曲

の
花
火
へ
の
招
待
に
続
く
事
業

だ
。大

仙
市
の
心
を
満
喫

　

温
泉
や
花
火
の
打
ち
上
げ
な

ど
を
楽
し
み
に
訪
れ
た
参
加
者

か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
感
謝
の

言
葉
を
い
た
だ
い
た
。

　
「
仮
設
住
宅
の
風
呂
は
狭
い

の
で
、
温
泉
に
手
足
を
伸
ば
し

て
ゆ
っ
く
り
入
れ
た
」（
大
槌
町

50
代
女
性
）「
津
波
で
車
が
流
さ

れ
最
近
車
を
購
入
。し
か
し
軽

自
動
車
な
た
め
家
族
で
旅
行
が

で
き
ず
、
久
ぶ
り
の
家
族
旅
行

が
で
き
ま
し
た
」（
宮
古
市
30
代

男
性
）「
超
有
名
な
大
曲
の
花
火

を
間
近
に
見
ら
れ
る
の
が
楽
し

み
」（
大
船
渡
市
20
代
男
性
）「
至
れ

り
尽
く
せ
り
の
お
も
て
な
し
、

逆
の
立
場
で
私
に
で
き
る
だ
ろ

う
か
。本
当
に
あ
り
が
た
い
」（
陸

前
高
田
市
40
代
女
性
）「
仮
設
住
宅

で
の
一
人
暮
ら
し
で
は
熟
睡
で

き
ま
せ
ん
。同
じ
境
遇
の
方
と

同
室
に
な
り
、
今
ま
で
の
悩
み

を
相
談
で
き
た
し
、
心
か
ら
笑

い
、
泣
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」

（
陸
前
高
田
市
60
代
女
性
）
な
ど
の

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

市
で
は
、
今
回
の
よ
う
な
被

災
者
の
心
の
ケ
ア
も
引
き
続
き

行
っ
て
い
く
。

1 2

4

3

5

笑
っ
た
﹆語
っ
た
﹆泣
い
た

岩
手
沿
岸
部
の
被
災
さ
れ
た
方
々
が
大
仙
の
稔
り
を
満
喫

仮
設
住
宅
な
ど
に
住
む
４
２
５
人
を
無
料
で
招
待

秋
の
稔
り
、そ
し
て〝
音
〞と〝
光
〞で
も
て
な
し
た

招待者のためだけに打ち上げられた、超プライベー
ト花火。⓺和火屋柒小松煙火工業⓼北日本花火興業
⓽大曲花火化学工業、全国に誇る市内の４業者がス
ペシャルメニューで被災した方へ元気と勇気、希望
の光を届けた
花火の打ち上げに合わせ、NPO法人大曲花火倶楽
部のメンバーがレクチャー。花火鑑賞の楽しみ方を
伝えた

招待記念花火の動画は市のホームページでご覧に
なれます
www.city.daisen.akita.jp/k/r/
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曲
が
り
く
ね
っ
た
三
陸
の
海

沿
い
の
道
を
歩
く
度
に
覚

え
る
違
和
感
。
お
だ
や
か
な
海
と

青
い
空
、
風
光
に
恵
ま
れ
た
地
に

刻
ま
れ
た
３
月
11
日
の
爪
痕
が
、

そ
う
思
わ
せ
る
。

　
初
め
て
被
災
地
を
訪
れ
た
の
は

小
雪
舞
う
３
月
18
日
、
震
災
１
週

間
後
の
こ
と
だ
っ
た
。
大
船
渡
市

へ
の
支
援
物
資
、
陸
前
高
田
市
へ

の
軽
油
の
輸
送
だ
っ
た
。
緊
急

車
両
し
か
走
ら
な
い
東
北
自
動
車

道
、
ひ
び
割
れ
た
国
道
を
乗
り
継

ぎ
目
的
地
を
目
指
し
た
。

　
地
震
発
生
の
同
時
刻
、
サ
イ
レ

ン
が
響
く
中
、
大
船
渡
市
役
所
で

犠
牲
者
に
黙
と
う
を
捧
げ
た
こ
と
。

が
れ
き
の
壁
を
く
ぐ
る
よ
う
に
進

ん
だ
陸
前
高
田
市
の
道
路
な
ど
、

強
烈
な
印
象
と
し
て
脳
裏
に
残
る
。

突
然
に
、
そ
し
て
容
赦
な
く

尊
い
命
、
夢
や
希
望
な
ど

私
た
ち
の
「
日
常
」
を
奪
っ
て
い
っ

た
大
震
災
。
大
仙
市
は
震
災
直
後

か
ら
継
続
的
な
支
援
活
動
を
積
極

的
に
行
っ
て
い
る
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
拠
点
施
設
を
遠
野
市
に
設
け
２

カ
月
に
わ
た
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派

遣
を
可
能
に
し
た
「
だ
い
せ
ん
応

援
ハ
ウ
ス
」
は
、
全
国
で
も
珍
し
い

取
り
組
み
と
し
て
注
目
を
浴
び
た
。

ま
た
、
大
曲
の
花
火
や
市
内
温
泉

施
設
へ
の
無
料
招
待
、
そ
し
て
市

民
に
よ
る
支
援
の
輪
の
広
が
り
な

ど
物
心
両
面
に
わ
た
る
市
民
総
参

加
の
支
援
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。

大
震
災
を
境
に
日
本
は
大
き

く
様
変
わ
り
し
、
価
値
観

も
変
わ
っ
た
。
ま
た
、
尊
い
犠
牲

を
払
い
、人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、

絆
の
大
切
さ
を
再
確
認
さ
せ
て
く

れ
た
の
も
事
実
。

　

同
じ
東
北
に
住
む
仲
間
と
し

て
、
痛
み
を
感
じ
、
分
か
ち
合
い
、

心
に
寄
り
添
い
支
え
合
お
う
。
昨

日
よ
り
今
日
が
、
今
日
よ
り
も
明

日
が
後
退
で
は
な
く
少
し
で
も
前

進
で
あ
る
よ
う
に
、
少
し
ず
つ
失

わ
れ
た
日
常
を
取
り
戻
そ
う
。
一

緒
に
歩
き
出
す
こ
と
が
、
本
当
の

支
援
で
あ
り
、
明
日
へ
の
元
気
や

希
望
に
つ
な
が
る
は
ず
だ
。

　
糸
偏
に「
半
」と
書
い
て「
絆
」。

互
い
が
出
せ
る
分
の
糸
を
出
し
合

い
結
ぶ
。
糸
の
長
さ
や
太
さ
は
関

係
な
い
、そ
の
結
び
目
が
大
切
だ
。

　
古
い
時
代
か
ら
「
結ゆ

い
」
に
代
表

さ
れ
る
よ
う
な
互
助
制
度
や
社
会

的
共
同
活
動
等
で
地
域
を
形
成
し

て
き
た
私
た
ち
。
今
一
度
、
互
い

の
絆
を
確
認
し
よ
う
。
家
族
、
地

域
、
学
校
、
職
場
な
ど
そ
こ
に
は

無
数
の
絆
が
存
在
し
、
そ
の
結
び

つ
き
の
上
に
私
た
ち
の
日
常
が
存

在
し
て
い
る
の
だ
か
ら
。

【
特
集
】 「
絆
」

 

紡
ぎ
続
け
る
２
６
５
日

 

大
仙
の
思
い  

三
陸
へ
届
け

（
絆
は
永
遠
に
続
く
）

頑張れとは
みんなが笑顔になれる「顔晴れ」であり
真の復興は
一人一人が幸せを取り戻す

「福幸」である

５月8日午後４時２分車窓から撮影
被災地でのボランティア活動の帰り、大槌町付近で

青い空と青い海、そしてがれきの大地

虹がすべてを結んでいた
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怪
し
い
と
思
っ
た
ら
連
絡
を
！

怪
し
い
と
思
っ
た
ら
連
絡
を
！

ひとりで悩まず
相談はお早めに

消費生活相談室
からのお知らせ

 

還
付
金
に
関
す
る
詐
欺
に
注
意

職
員
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
借
り
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

「
消
費
生
活
推
進
員
」を
募
集

　

消
費
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
を

未
然
に
防
ぐ
た
め
、
市
と
協
働
で
活

動
し
て
い
た
だ
く
「
消
費
生
活
推
進

員
」を
募
集
し
ま
す
。

◆
応
募
資
格
／
市
内
在
住
の
20
歳
以

上（
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
）の
方

で
、市
が
行
う
啓
発
活
動
や
研
修
会

に
参
加
で
き
る
方

◆
活
動
内
容
／
悪
質
商
法
な
ど
消
費

生
活
問
題
に
関
す
る
情
報
提
供
、

消
費
者
被
害
の
未
然
防
止
に
関
す

る
啓
発
活
動
や
講
座
等
へ
の
参
加

※
お
お
む
ね
年
４
回
行
う
会
議
へ
の
参
加

時
は
報
酬
を
支
払
い
ま
す
。

◆
任
期
／
２
年
間

◆
募
集
人
員
／
５
人
程
度

◆
申
し
込
み
方
法
／
写
真
を
張
っ
た

履
歴
書
を
消
費
生
活
相
談
室（
大
曲

庁
舎
２
階
）に
提
出
※
郵
送
可

◆
申
込
期
限
／
12
月
15
日（
木
）※
必
着

◆
面
接
日
時
／
12
月
19
日（
月
）

 

午
前
９
時
〜

◆
面
接
会
場
／
大
曲
庁
舎
３
階

 

第
２
委
員
会
室

︻
問
い
合
わ
せ・申
し
込
み
︼

 

消
費
生
活
相
談
室

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
３
６

 

〒
０
１
４
―
８
６
０
１

 

大
仙
市
役
所
消
費
生
活
相
談
室

 

（
住
所
省
略
可
）

☎消費生活相談室（大曲庁舎２階） ☎0187-63-1136
全国共通ダイヤル ☎0575-064-370 ※IP電話等、一部の電話では利用不可

消費生活
相談窓口

新
聞
な
ど
で
も
報
じ
ら
れ
て
い

る
と
お
り
、
市
内
で
振
り
込

め
詐
欺
と
思
わ
れ
る
不
審
電
話
が
あ

り
ま
し
た
。

「
社
会
保
険
庁
の
職
員
で
す
。

医
療
費
の
還
付
金
が
あ
り
ま
す
」

　

11
月
９
日
の
午
後
１
時
30
分
ご

ろ
、
市
内
に
住
む
70
歳
代
の
女
性
宅

に「
社
会
保
険
庁
の
職
員
」を
名
乗
る

男
性
か
ら
電
話
が
あ
り
ま
し
た
。内

容
は「
医
療
費
の
戻
り
が
あ
る
。お
金

を
振
り
込
む
の
で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー

ド
を
貸
し
て
ほ
し
い
。別
の
者
が
カ

ー
ド
を
取
り
に
行
く
」と
い
う
も
の
。

　

そ
し
て
午
後
３
時
ご
ろ
、
玄
関
の

ベ
ル
が
鳴
り
ま
し
た
。し
か
し
、電
話

の
内
容
を
不
審
に
思
っ
て
い
た
女
性

は
、
ド
ア
を
開
け
な
か
っ
た
た
め
被

害
に
は
遭
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

隣
県
で
も
同
様
の
不
審
電
話

被
害
も
発
生
し
て
い
ま
す

　

11
月
以
降
、同
様
の
電
話
が
青
森
県

や
山
形
県
で
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、県
内
で
は
、電
話
の
内
容
を

信
じ
て
し
ま
い
、
訪
問
し
て
き
た
男

性
に
カ
ー
ド
を
渡
し
て
暗
証
番
号
を

伝
え
、
多
額
の
お
金
を
引
き
出
さ
れ

て
し
ま
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
形
で
還
付
手
続
き
を

す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

　

今
回
の
よ
う
に
「
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ

ー
ド
を
貸
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
手

口
の
ほ
か
に
、「
Ａ
Ｔ
Ｍ
に
携
帯
電

話
、通
帳
、キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
持

っ
て
行
く
よ
う
に
」と
指
示
し
、Ａ
Ｔ

Ｍ
を
操
作
さ
せ
て
、
お
金
を
振
り
込

ま
せ
る
手
口
も
頻
発
し
て
い
ま
す
。

 

還
付
金
が
こ
の
よ
う
な
形
で
手
続

き
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま

た
、
官
公
庁
の
職
員
が
キ
ャ
ッ
シ
ュ

カ
ー
ド
を
借
り
た
り
、
直
接
暗
証
番

号
を
聞
い
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

万
が
一
、
不
審
な
電
話
が
あ
っ
た

場
合
は
、
警
察
や
消
費
生
活
相
談
室

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談
窓
口

市
の
相
談
窓
口

 

消
費
生
活
相
談
室（
大
曲
庁
舎
２
階
）

 

☎
０
１
８
７（
63
）１
１
３
６

警
察
の
相
談
窓
口

 

大
仙
警
察
署
生
活
安
全
課

 

☎
０
１
８
７（
63
）３
３
５
５（
代
表
）

還付金があるので
キャッシュカードを…

こ
ん
な
手
口

こ
ん
な
手
口

安全・安心な
消費生活の
推進を図る

あなたの財産を狙う
振り込め詐欺
不審な電話があった
場合は、すぐに連絡
してください

中仙

地域情報
知って　　  する
得

大曲

大曲

大曲

大曲

　来春の学校統合に伴い閉校する双葉小学校と土川小学校。
両校の閉校記念式典とこれまでの歩みを振り返る「思い出を語る
会」を行います。卒業生や地域のみなさん、ぜひお越しください。

ドンパン踊り練習会
■日時／12月20日（火）
午後７時30分～※毎月第３火曜日
■会場／中仙農村環境改善センター

【問い合わせ】
 中仙観光協会 ☎0187-42-8230

スキーゲノッス大曲クラブ
ジュニアスキースクール

　スキーゲノッス大曲クラブでは、
ジュニアスキースクールの参加者を
募集しています。
■対象／小学生
■期日／平成24年１月８日から２
月26日までの毎週日曜日（全８回）
■時間／午前９時30分～午後３時
■会場／大曲ファミリースキー場ほか
■定員／先着50人
■参加費／8,000円

（別途保険料、リフト代）
【問い合わせ・申し込み】
 スポーツハウスタミヤ（大曲栄町）
 ☎0187-63-6697

親子でスキーを楽しもう
親子スキースポーツ教室

■対象／小学１・２年生とその保
護者
■日時／１月７日（土）午前９時～
正午、14日（土）・21日（土）午前９
時30分～正午
■会場／大台スキー場
■定員／先着15組
■参加費／１組２人で2,000円

（受講料、保険料等）※１人追加につきプ
ラス1,000円、リフト代は自己負担
■申込期限／12月20日（火）

【問い合わせ・申し込み】
 太田スポーツクラブ事務局
 （太田公民館内） ☎0187-86-9460

はなだて広場においで
クリスマスお楽しみ会

　地域のみなさんと触れ合いなが
らクリスマスを楽しみませんか。
■対象／就園前の乳幼児とその家族
■日時／12月22日（木）

午前10時～11時30分
■会場／花館公民館

【問い合わせ・申し込み】
 佐藤さん ☎0187-63-2013

大曲図書館
クリスマスおはなし会

　紙芝居、パネルシアターなど楽
しい企画が盛りだくさんです。みな
さんの参加をお待ちしています。
■日時／12月17日(土)

午後１時30分～
■会場／大曲図書館ちびっこルーム

【問い合わせ】
 大曲図書館 ☎0187-62-1012

大曲スキースポーツ
少年団団員募集

■対象／大曲地域の小学生
■期日／12月23日（金）、平成24年
１月８日から３月４日までの毎週
日曜日（全10回）
■時間／午前９時～正午
■会場／大曲ファミリースキー場ほか
■定員／先着50人
■参加費／7,000円

（保険料・リフト代込み）
■申込期限／12月16日（金）

【問い合わせ・申し込み】
 大曲スキースポーツ少年団
 高橋さん ☎0187-62-4985

閉校記念式典・思い出を語る会
双葉小学校・土川小学校

土川小学校

■期日／平成24年２月19日（日）
【閉校記念式典】
時間／午後１時～
会場／土川小学校体育館

【思い出を語る会】
日時／午後３時～
会場／西仙北ぬく森温泉ユメリア
参加費／4,000円
■申込期限／12月22日（木）

【問い合わせ・申し込み】
 土川小学校 ☎0187-75-1116

土川小学校

双葉小学校

■期日／平成24年２月18日（土）
【閉校記念式典】
時間／午後１時30分～
会場／双葉小学校体育館

【思い出を語る会】
日時／午後４時～
会場／西仙北ぬく森温泉ユメリア
参加費／5,000円
■申込期限／12月15日（木）

【問い合わせ・申し込み】
 双葉小学校 ☎0187-77-2004

双葉小学校

太田
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広報

見
聞 録だいせん

ニュース
トピックス

　第５回全日本残
ざん

月
げつ

花火選手権大会が11月３日、神
岡地域北楢岡の稲刈り後の田んぼで行われました。
　残月花火は落下傘（パラシュート）付きの昼花火
で、空から舞い降りる落下傘が夜明けの月に似
ていることから「残月」と名付けられました。か
つては神社の奉納花火として打ち上げられるな
ど、市内では古くから親しまれてきた伝統花火
で、地域の伝統文化を復活させようと社団法人
大曲青年会議所が毎年開催しています。
　大会は、落下傘を捕まえ、ゴールするまでの速さを
競うもの。市内外から参加した291人の選手は晴れ
やかな秋空の下、「がんばろう東北」と書かれた落下
傘を追いかけ、稲刈り後の田んぼを駆け巡りました。

　11月３日から13日までの11日間にわたって
行われた旧池田氏庭園（本家庭園）特別公開。期間
中、秋季特別公開としては過去最多となる延べ
13,638人が訪れ、紅葉や国内最大級の雪

ゆき

見
み

灯
どう

籠
ろう

、
金
きん

唐
から

革
かわ

紙
かみ

で飾られた洋館の食堂兼音楽室など、明
治・大正時代の面影が残る庭園を見学しました。
　また、隠れた紅葉の名所として知られる払田の
分家庭園には、紅葉シーズンに合わせて、たくさ
んの見学者や写真愛好家が訪れました。11月５
日、６日には、大仙市仙北観光協会が野点茶会を
企画。訪れた方々は、抹茶を味わいながら庭園一
面の紅葉を眺めていました。

　太田地域の佐々木七五三さん＝駒場清水向＝が11月６日に100歳の
誕生日を迎えられ、８日に山王丸愛子副市長から長寿祝い金が手渡
されました。
　８人姉弟の長女として生まれた佐々木さんは20歳の時に結婚。現
在は弟夫婦と３人で暮らしています。身の回りのことはほとんど自分
で行いながら、早寝早起きと３度の食事をきちんと取ることを心が
け、規則正しい生活を送っています。
　山王丸副市長から「100歳おめでとうございます」との声に優しい笑
顔を見せてくれた佐々木さん。その優しい笑顔でいつまでもお元気で。

　真木真昼県立自然公園内にあり、豊かな自然と紅葉の
名所として知られる川口渓谷の遊歩道が完成。10月31
日に完成記念ウオーキングが行われました。
　平成18年に斜面が崩落し、通行止めになっていた道路。
21年度から2,544万円をかけて修復工事を行い、遊歩道
として開放することとなりました。
　整備されたのは奥羽山荘から約１㌔地点の「かぶり岩」か
ら岩手県境付近までの5.5㌔。完成記念のテープカットの後、
太田南小学校５年生や参加申し込みした102人はオブ山の
大杉入口、二又の景、猿倉の滝、ダルマ滝、白糸の滝、桑原の
滝、見返りの滝などを見ながら、紅葉進む渓谷を歩きました。

川 口渓谷遊歩道完成記念ウオーキング
豊かな自然を満喫

　第24回大仙市大曲新人音楽祭コンクールのキャッチコ
ピーが、鈴木千絵美さん（大曲高２年）の作品「永

と

遠
わ

に煌
きら

めけ 
この刻

とき

、君の音
おと

」に決定しました。
　地域を挙げて音楽祭を盛り上げようと、コンクール実
行委員会（坂本昌委員長）が市内の中学生・高校生を対象に
募集。710作品の応募がありました。
　自身も吹奏楽部でクラリネットを演奏しているという鈴
木さん。「一つ一つの音が重なり合って、音楽がみんなの
心にずっと残ってほしい」という思いをキャッチコピーに
込めました。若手音楽家の登竜門とされる同コンクールは、
来年１月14日・15日に大曲市民会館で行われます。

最優秀作品に選ばれた鈴木さん（写真中央）と優秀作品に選ばれた
三浦結子さん（大曲西中３年・写真左）と新田麻衣さん（仙北中３年）

コ ンクールのキャッチコピーが決定
第 24 回大仙市大曲新人音楽祭コンクール

第 ５回全日本残月花火選手権大会
「がんばろう東北」の旗をなびかせて

佐 々木七五三さんが 100歳に
いつまでもお元気で

旧 池田氏庭園秋の特別公開
錦秋の名勝庭園を見学

山王丸副市長から長寿祝い金を受け取る佐々木さん

㆒

㆓叅

㆕

㆒池田家顕彰会会員等の解説を受けながら庭園を見学
㆓昨年、５年間にわたる修復工事を終えた白亜の洋館
叅金唐革紙で飾られた洋館１階の食堂兼音楽室
㆕大仙市仙北観光協会によるお茶席のおもてなし
⓹常時公開され、隠れた紅葉の名所として知られる払田分
家庭園
⓹

㆒ ㆓

㆒落下傘をキャッチしようと懸命に手
を伸ばす参加者
㆓大会にはたくさんの子どもたちが参
加。ゴールに向かって全力疾走

巨木100選のオブ山の大杉の入口で、地元案内人から説明を受け
る参加者
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ス
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の
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シ
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バ
ラ
ン
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い
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ら
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お便りお待ちしています

「お便り広場」はみなさんのページです。

市政に対する質問・意見など、みなさ

んの遠慮のない声をお聞かせください。

あて先はこちら
〒 014-8601（住所不要）

大仙市企画部総合政策課

手紙・ハガキ、FAX（0187-63-1119）また
は E メ ー ル（kouhou@city.daisen.akita.jp）
で送ってください。なお、E メールの場合
は件名に「お便り広場」と記入ください。
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取組期間は12月１日か
ら

家庭での節電にご協
力ください

　東日本大震災の影
響で、大幅に低下して

いる電気供給力。

東北電力管内では今
冬、他社からの電力融

通を受けなければ

十分な電気供給量を
確保できないと見込

まれています。

　節電は被災地復興支
援として私たちが取り

組める行動の一つ。

体調管理に留意しなが
ら、無理のない範囲で

取り組みましょう。

◆取組期間／12月１日
から３月30日まで

※土・日、祝日と年末
年始を除く

◆取組時間／午前９
時～午後９時

※特に、使用電気量の
ピークを迎える夕方

以降の節電にご協力
ください。

【問い合わせ】  環境交
通安全課 ☎0187-63-11

11 内線277

照明 ▶不要な照明を消す

▶節電効果の高いLED
照明に

 切り替える

テレビ

▶画面の輝度を下げ
る 

▶必要な時以外は消
す

冷蔵庫 ▶設定を「弱」にする

▶扉を開ける時間を
減らす 

▶食品を詰め込まな
いようにする

ジャー炊飯器▶早朝にタイマー機能で１
日分を炊く

▶保温機能を使わず
に、良く冷まして

 から冷蔵庫に保存
する

こたつ
▶上掛けなどを使い

、

 暖気を逃がさない
ようにする

電気カーペット

▶人のいる部分だけ
を温める 

▶設定温度を「中」ま
たは「弱」にする

待機電力 ▶リモコンではなく

 本体の主電源を切る
 

▶使わない機器は電源
プラグを抜く

エアコン
▶暖かい服装で

 控えめの設定温度
にする

▶窓に厚手のカーテ
ンなどを掛ける 

▶フィルターを定期
的に掃除する

家庭には消費電力の
大きい電化製品がた

くさん

あります。特に各家庭
で使用が重なる夕方

以降は

気を付けて使いまし
ょう

つけっぱ
なしの電

気

消さなく
っちゃ！

家庭 節電 協力く

y
の
ち

取組期間は12月１日か
ら

家庭での節電にご協
力ください

つけっぱ
なし

消さなく
っち

〝節電の冬〟 「
これならでき

る」を積み重
ねよう

Let's 節電アクシ
ョン！

家庭で取り組める

冬の節電対策メニュ
ー

岩手県宮古市で水揚
げされたサンマの振

る舞い（10月22日・23日
「秋の稔りフェア」）

上
手
に
焼
け
る
か
な

2 0 1 1

1 1
vol.158

広
報
だ
い
せ
ん

び 　　　     よ      り

おおきなせなかに — 夢を乗せ未来に羽ばたく元気なまち

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
さ
ん
の
レ
シ
ピ

で
紹
介
さ
れ
て
い
た「
野
菜
の

三
色
揚
げ
」は
、
と
て
も
き
れ
い
で
お

い
し
そ
う
で
し
た
。私
も
作
っ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
は
毎
朝
納
豆
を
食
べ
て
い
ま

す
。も
し
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
っ
た

ら
、
納
豆
料
理
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
で
す
。（

大
曲
地
域　
62
歳
女
性
）

岩
手
県
宮
古
市
の
サ
ン
マ
の
振

る
舞
い
、協
和
の
秋
祭
り
に
も

来
て
ほ
し
か
っ
た
で
す
。

　

親
子
で
笑
っ
て
い
る
表
紙
の
写

真
、
い
い
で
す
ね
。被
災
地
の
方
々
も

早
く
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

（
協
和
地
域　
68
歳
男
性
）

若
い
こ
ろ
か
ら
読
む
こ
と
や
書

く
こ
と
が
好
き
な
の
で
、い
つ

も
広
報
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

私
は
一
人
暮
ら
し
。悪
質
商
法
に

つ
い
て
の
記
事
に
興
味
を
持
っ
て
読

み
返
し
て
い
ま
す
。

（
大
曲
地
域　
女
性
）

秋
祭
り
の
様
子
が
写
真
で
よ
く

分
か
っ
た
し
、い
ろ
い
ろ
な
イ

ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

り
、大
仙
市
の
活
気
を
感
じ
ま
し
た
。

（
神
岡
地
域　
22
歳
女
性
）

い
つ
も
広
報
が
届
く
の
を
心
待

ち
に
し
て
い
ま
す
。表
紙
写
真

の
炭
火
で
焼
い
た
サ
ン
マ
は
ど
ん
な

に
お
い
し
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

七
輪
で
焼
い
て
大
家
族
で
食
べ
て
い

た
昔
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

（
大
曲
地
域　
75
歳
女
性
）

多
く
の
人
に
楽
し
ん
で
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
、秋
祭
り
で
の

作
品
出
品
と
ス
テ
ー
ジ
で
の
歌
を
頑

張
り
ま
し
た
。元
気
な
限
り
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
西
仙
北
地
域　
74
歳
男
性
）

必
ず
広
報
を
読
ん
で
い
ま
す
。

「
い
の
ち
を
大
切
に
」と「
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
写
真
コ
ン
ク
ー

ル
」の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
て
い
た
、

大
曲
高
校
の
生
徒
の
写
真
が
素
晴
ら

し
か
っ
た
で
す
。

（
協
和
地
域　
39
歳
男
性
）

節
電
の
ペ
ー
ジ
の「
雪
国
の
節
電

の
正
念
場〝
冬
〞」を
読
ん
で
、

改
め
て
節
電
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

今
年
の
冬
は
家
族
で
協
力
し
、心
を
一

つ
に
し
て
節
電
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

レ
シ
ピ
の
コ
ー
ナ
ー
で
紹
介
さ
れ

て
い
た
「
野
菜
の
三
色
揚
げ
」
に
挑

戦
し
ま
し
た
。
ヘ
ル
シ
ー
メ
ニ
ュ
ー

は
成
功
で
し
た
。

（
大
曲
地
域　
76
歳
女
性
）

先
日
、
あ
る
支
所
に
行
き
ま
し

た
。来
客
は
私
一
人
で
10
分
く

ら
い
ま
し
た
が
、
職
員
同
士
で
ず
っ

と
話
を
し
て
い
ま
し
た
。す
ご
く
嫌

な
気
分
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
に
大
き
い
建
物
と
多
く
の

職
員
。必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
し
た
。

（
30
代
女
性
）

夏
の
節
電
目
標
達
成
！
何
事
も

や
れ
ば
で
き
る
ん
で
す
よ
ね
。

わ
が
家
も
待
機
電
力
を
無
く
そ
う

と
、
主
電
源
を
消
す
よ
う
に
し
て
み

た
と
こ
ろ
、
か
な
り
の
節
電
に
な
っ

た
の
で
驚
き
ま
し
た
。意
識
を
高
め

る
こ
と
は
、
本
当
に
大
切
な
こ
と
だ

と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
冬
を
迎
え
、雪
国
の
私
た

ち
は
ど
ん
な
方
法
で
節
電
し
て
い
け

ば
い
い
の
か
。た
だ
今
模
索
中
で
す
。

（
仙
北
地
域　
51
歳
女
性
）

私
の
家
で
は
日
中
、母
親
一
人
に

な
る
の
で
、広
報
に
載
っ
て
い

た
悪
質
商
法
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し

た
。い
ろ
い
ろ
な
だ
ま
し
方
が
あ
り

驚
き
ま
し
た
。知
ら
な
い
人
は
家
に

上
げ
な
い
、
そ
の
場
で
契
約
な
ど
し

な
い
、
困
っ
た
ら
近
所
の
人
に
相
談

す
る
な
ど
を
決
め
ま
し
た
。だ
ま
さ

れ
な
い
よ
う
に
注
意
し
た
い
で
す
。

（
仙
北
地
域　
32
歳
女
性
）

家
庭
で
で
き
る
温
暖
化
防
止
の

ペ
ー
ジ
は
、ま
と
ま
っ
た
内
容

で
分
か
り
や
す
か
っ
た
で
す
。

　

た
だ
、
緑
地
の
上
に
文
字
を
並
べ

た
部
分
が
見
え
づ
ら
か
っ
た
で
す
。

（
大
曲
地
域　
70
歳
男
性
）

広
報
担
当
か
ら

　
貴
重
な
ご
意
見
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。見
え
づ
ら
い
レ
イ
ア
ウ

ト
を
し
て
し
ま
い
、
大
変
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
し
た
。

　
誰
も
が
見
や
す
く
、
気
持
ち
よ
く

読
む
こ
と
が
で
き
る
広
報
紙
を
目
指

し
、
一
層
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
一
行

詩
が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

自
分
で
見
て
、
感
じ
た
こ
と
を
そ
の

ま
ま
言
葉
に
す
る
こ
と
は
、
正
直
な

自
分
が
そ
の
ま
ま
出
る
の
で
い
い
で

す
ね
。私
も
書
い
て
み
ま
す
。

（
協
和
地
域　
53
歳
女
性
）

ド
リ
ン
ク
テ
ー
リ
ン
グ
に
初
め

て
夫
婦
で
参
加
し
ま
し
た
が
、

花
火
通
り
商
店
街
い
っ
ぱ
い
に
人
が

集
ま
っ
て
い
て
び
っ
く
り
。楽
し
か
っ

た
で
す
。今
年
で
20
回
目
と
聞
き
ま

し
た
。市
長
さ
ん
も
来
て
い
ま
し
た

ね
。来
年
の
ド
リ
ン
ク
テ
ー
リ
ン
グ

に
も
行
っ
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

（
中
仙
地
域　
55
歳
女
性
）

い
つ
も
楽
し
く
広
報
を
読
ん
で

い
ま
す
。た
く
さ
ん
の
笑
顔
が

載
っ
て
い
る
広
報
紙
、
私
は
大
好
き

で
す
。

（
太
田
地
域　
30
歳
女
性
）

全
県
５
０
０
歳
野
球
大
会
で
の

素
晴
ら
し
い
プ
レ
ー
の
数
々

と
、
選
手
の
み
な
さ
ん
の
笑
顔
が
と

て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

　

来
年
も
若
々
し
い
プ
レ
ー
を
見
せ

て
く
だ
さ
い
。

（
西
仙
北
地
域　
54
歳
男
性
）

エ
コ
に
つ
い
て
の
ペ
ー
ジ
を
読

み
ま
し
た
。今
の
世
の
中
、
た

く
さ
ん
読
む
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

必
ず
目
を
と
お
す
こ
と
も
エ
コ
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。広
報
も
隅
か

ら
隅
ま
で
読
み
ま
し
た
。

（
太
田
地
域　
56
歳
女
性
）

な
か
な
か
知
る
こ
と
が
で
き
な

い
情
報
を
広
報
を
通
じ
て
知

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
と
て
も
あ

り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

（
中
仙
地
域　
55
歳
男
性
）

雪
国
の
節
電
の
正
念
場〝
冬
〞と

言
わ
れ
る
と
い
さ
さ
か
不
安

に
駆
ら
れ
ま
す
。夏
は
過
度
な
節
電

対
策
で
、
全
国
的
に
熱
中
症
患
者
が

急
増
し
ま
し
た
。

　

夏
場
の
経
験
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
学

習
し
ま
し
た
。節
電
の
努
力
は
も
ち

ろ
ん
必
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、
過
度

な
対
応
で
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
気

を
付
け
な
く
て
は
と
思
い
ま
す
。特

に
近
所
の
一
人
暮
ら
し
の
方
に
は
気

を
配
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

（
大
曲
地
域　
49
歳
女
性
）

カボチャの中から鶏そぼろ
カボチャのあんかけ

1 人分のエネルギー 213kcal、塩分 1.5g

材料（４人分）

カボチャ……………600g
水……………… 2 カップ
砂糖…………… 大さじ 1
しょう油……… 小さじ 1

鶏ひき肉……………100g
ニンジン…………… 50g
生シイタケ………… 50g
ピーマン…………… 40g
砂糖…………… 大さじ 1
油……………… 大さじ 1
塩、コショウ………少々

だし汁………… 2 カップ
しょう油……… 大さじ 2
砂糖…………… 大さじ 2
みりん………… 大さじ 1
片栗粉………… 大さじ 1

作り方

① カボチャは種を取り除き、
皮をところどころむいて８
等分に乱切りし、鍋に入
れ Aを加え、柔らかくなる
まで煮る。

② フライパンに油をひき、鶏
ひき肉とみじん切りにした
野菜を炒め、砂糖、塩、
コショウで味を調える。

③ あんの材料と大さじ2 の
水で溶いた片栗粉を混ぜ
て火にかけてとろみがつ
いたら火を止める。

④ ラップを広げ、①のカボ
チャの１切れを広げて押
しながら伸ばす。その上
に②の鶏そぼろをのせ、
ラップで茶巾絞りにする。

⑤ ④を電子レンジで２分ほ
ど蒸し、器に盛り③のあ
んを上からかける。

POINT <<<

※ カボチャは水気の少な
いもの、皮が濃い緑の
ものを選ぶとおいしく
見た目もきれいに仕上
がります。

※ 正月料理の一品として
いかがでしょうか。

※ 煮付けだけではなかな
か食べないカボチャ。
鶏そぼろを入れること
で、子どもも喜んで食
べます。

Ａ

鶏
そ
ぼ
ろ

あ  

ん

八 嶋 みつ子 さん
（食生活改善推進協議会南外支部）
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り

大 曲 仙 北 医 師 会

中央（大曲保健センター内／大曲地域）    ☎ 0187-62-1015
健康増進センター      ☎ 0187-62-9301

西部（西仙北庁舎内／神岡・西仙北・協和・南外地域）   ☎ 0187-75-0476
東部（中仙庁舎内／中仙・仙北・太田地域）   ☎ 0187-56-7211

問い合わせは各健康増進センターへ

健康通信

健康は日々のチェックから Health Communications 

32DAISEN City Public Relations 2011.1233

大曲中通病院
消化器内科

佐藤   厚史  医師
大曲上栄町 6−4
☎ 0187-63-2131

Medical Chart  no.54
Talk about  Colorectal Cancer Screening

大腸がん検診について
〜早期発見で治療につなげよう〜

日
本
人
の
死
因
の
う
ち
、
が
ん
に
よ

る
死
亡
が
１
位
に
な
っ
て
久
し
く
、

そ
の
数
は
ま
だ
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
秋
田
県
で
は
、
が
ん
に

よ
る
死
亡
率
が
平
成
22
年
ま
で
14
年
連

続
で
全
国
１
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。一
方

で
欧
米
で
は
、が
ん
に
よ
る
死
亡
は
徐
々

に
減
少
し
て
い
ま
す
。医
療
レ
ベ
ル
に
大

差
は
な
い
は
ず
で
す
が
、
健
康
診
断
の

受
診
率
が
ア
メ
リ
カ
で
80
％
で
あ
る
の

に
対
し
、
日
本
で
は
30
％
に
達
し
て
い

な
い
こ
と
が
こ
の
違
い
の
背
景
に
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

が
ん
が
死
因
と
な
る
ケ
ー
ス
で
最

も
多
い
の
が
肺
が
ん
で
、
胃
が

ん
、大
腸
が
ん
と
続
き
ま
す
。し
か
し
、

が
ん
の
発
生
数
自
体
は
大
腸
が
ん
が
最

も
多
く
、
次
い
で
胃
が
ん
と
な
っ
て
い

ま
す
。つ
ま
り
、大
腸
が
ん
は
治
る
可
能

性
が
高
い
が
ん
な
の
で
す
。治
療
す
る

た
め
に
は
早
期
発
見
が
必
要
で
す
が
、

そ
の
た
め
の
大
切
な
手
段
が
大
腸
が
ん

検
診
で
す
。

　

大
腸
が
ん
検
診
で
は
、
一
般
に
便
潜

血
検
査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、

便
の
中
に
わ
ず
か
に
あ
る
血
液
の
反
応

を
調
べ
る
も
の
で
、
通
常
２
日
間
に
わ

た
る
便
を
検
査
し
ま
す
。検
査
結
果
が

１
回
で
も
陽
性
で
あ
れ
ば
、
精
密
検
査

が
必
要
に
な
り
ま
す
。現
在
行
わ
れ
て

い
る
精
密
検
査
は
、
大
腸
内
視
鏡
検
査

の
み
か
大
腸
内
視
鏡
検
査
に
大
腸
造
影

検
査
を
加
え
て
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

胃
や
肺
な
ど
で
精
密
検
査
す
る
場

合
は
、
胃
カ
メ
ラ
や
胸
部
Ｃ
Ｔ

に
よ
る
検
査
の
た
め
、
当
日
の
朝
か
ら

絶
食
す
る
程
度
の
準
備
で
済
み
ま
す

が
、大
腸
の
検
査
の
場
合
、前
日
の
食
事

に
も
注
意
が
必
要
と
な
り
、
当
日
に
は

２
㍑
ほ
ど
の
下
剤
を
飲
ま
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。ま
た
、大
腸
の
検
査
は
、

お
腹
に
空
気
が
た
ま
る
た
め
苦
し
い
検

査
で
す
。そ
の
た
め
、便
潜
血
検
査
で
異

常
が
見
つ
か
っ
て
も「
痔じ

が
あ
る
か
ら
」

「
便
秘
し
て
い
た
か
ら
」な
ど
と
自
分
を

納
得
さ
せ
て
精
密
検
査
を
受
け
な
い
方

が
多
い
よ
う
で
す
。

　

直
腸
が
ん
や
Ｓ
状
結
腸
が
ん
な
ど
肛

門
に
近
い
が
ん
は
便
秘
や
下
痢
な
ど
の

排
便
異
常
が
で
た
り
、
排
便
時
に
出
血

を
伴
う
こ
と
で
気
が
付
く
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、ほ
と
ん
ど
の
場
合
、が
ん
が
か

な
り
進
行
し
な
い
と
症
状
は
現
れ
ま
せ

ん
。そ
の
た
め
、症
状
が
出
て
き
て
い
る

大
腸
が
ん
は
深
刻
な
の
で
す
。

私
見
で
す
が
、
３
年
に
１
回
大
腸
内

視
鏡
検
査
を
行
え
ば
、
大
腸
が
ん

で
死
亡
す
る
人
は
激
減
す
る
と
思
わ
れ
ま

す
。し
か
し
、こ
の
検
査
は
苦
し
く
、
場
合

に
よ
っ
て
は
大
腸
に
穴
が
開
い
た
り
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、安
全
に

で
き
る
便
潜
血
検
査
を
で
き
る
だ
け
多

く
の
人
に
受
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

検
査
結
果
が
陽
性
だ
っ
た
方
は
精
密

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。根
治
で
き
る

が
ん
を
見
つ
け
ら
れ
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

医
療
側
も
安
全
に
、
で
き
る
だ
け
苦
痛

の
な
い
検
査
が
で
き
る
よ
う
研け

ん

鑽さ
ん

を
積

ん
で
い
ま
す
。

　今年度の歯周疾患検診の受診期限は12月31日です。
通知が届いた方でまだ検診を受けていない方は、通知
に記載されている「協力歯科医療機関」に予約の上、受
診してください。（通知に記載されている休日歯科診療で
も受診できます）
◆対象／市内在住の今年度40歳・50歳・60歳・70歳になる方
◆自己負担額／1,000円

（検診料3,500円のうち、市が2,500円を助成）
※対象者によっては無料の場合があります。通知を確認ください。
◆受診期限／12月31日（土）
◆検診内容／歯肉周りの状態やむし歯の有無等の検査、

歯の磨き方指導など

対象外の方も定期的に歯科検診を受けましょう
　成人の８割がかかっていると言われる歯周病。気が
付かないうちに進行し、悪化すると全身に悪影響を及
ぼします。歯周病の原因は歯磨きで落とせなかった歯
垢や歯石。自覚症状が出る前の早い時期から指導と治
療を受けることで、歯を抜かずに守ることができま
す。定期的に歯科検診を受けることをお勧めします。

　歯周病の予防には、バラン
スの取れた食事と歯ごたえ
のある物をしっかり噛むこ
と（１口30回が目安）が大切
です。また喫煙は、歯肉の抵
抗力を弱め、歯周病を進行さ
せるため控えましょう。

【 無料で接種を受けられる例】
①平成24年１月に１回目
②２月に２回目（①の1カ月後）
③７月に３回目（①の６カ月後）

【接種費用が有料になってしまう例】
（①平成24年３月に １回目を無料で接種）
②４月に２回目（①の１カ月後）
③８月に３回目（①の６カ月後）

　子宮頸がん予防ワクチンの無料接種を行っています。
ワクチンの十分な効果を得るためには６カ月以内に３
回の接種が必要です。今年度中に全３回の接種を終え
ることができない場合でも、平成24年３月31日までに
２回目の接種を終え、24年度中に３回目を接種する場
合は、接種費用が無料になります。（転出した方は対象外）
　現在、対象者のうち約８割の方が１回目の接種を終
えています。まだ１回目の接種を受けていない方は受
託医療機関に予約の上、早めの接種をお願いします。
　受託医療機関の一覧は、だいせん日和３月号22ペー
ジまたは市ホームページ（www.city.daisen.akita.jp）をご覧
いただくか、問い合わせください。
◆対象／市内在住の中学１年から高校３年相当の年

齢の女子
◆接種回数／３回
※２回目は初回から１カ月後、３回目は初回から６カ月後
◆接種費用／無料

受診期限は12月31日（土）
成人歯周疾患検診

今年度中に２回目の接種を終えましょう
子宮頸がん予防ワクチン接種

薄いピンク色で、歯と歯の
間が三角形にひきしまった
健康な歯肉を保ちましょう

別の予防接種と時期が
重なり、予定どおりに接
種できなくなる場合も
あります。早めの接種を
お願いします。

乳
幼
児
突
然
死
症
候
群︵
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
︶

と
は
何
か
知
っ
て
い
ま
す
か

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
か
ら

赤
ち
ゃ
ん
を
守
り
ま
し
ょ
う

　
そ
れ
ま
で
元
気
だ
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が
眠
っ
て
い
る

間
に
突
然
死
亡
し
て
し
ま
う「
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群

（
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
）」。平
成
22
年
に
は
、
全
国
で
１
４
０
人
の

赤
ち
ゃ
ん
が
こ
の
病
気
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

発
症
原
因
は
ま
だ
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、次
の
３

つ
の
ポ
イ
ン
ト
に
気
を
つ
け
る
こ
と
で
、発
症
率
を
下

げ
ら
れ
る
こ
と
が
研
究
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

 

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
症
率
を
下
げ
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
／

○
う
つ
ぶ
せ
寝
を
避
け
る

　

う
つ
ぶ
せ
寝
は
あ
お
む
け
寝
に
比
べ
て
、Ｓ
Ｉ
D
Ｓ
の

発
症
率
が
高
い
と
い
う
研
究
結
果
が
あ
り
ま
す
。必

要
な
時
以
外
は
、赤
ち
ゃ
ん
を
あ
お
む
け
に
寝
か
せ
ま

し
ょ
う
。

○
喫
煙
を
や
め
る

　

両
親
が
喫
煙
す
る
場
合
、Ｓ
Ｉ
D
Ｓ
の
発
症
率
が
高

く
な
る
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。妊
婦
時
の
喫

煙
は
も
ち
ろ
ん
、
妊
婦
や
乳
児
の
側
で
の
喫
煙
を
避

け
る
よ
う
、身
近
な
人
の
協
力
が
必
要
で
す
。

○
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
る

　

母
乳
で
育
て
ら
れ
て
い
る
乳
児
は
、
人
工
乳
の
場
合
よ

り
Ｓ
Ｉ
D
Ｓ
の
発
症
率
が
低
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

 

（
人
工
乳
が
Ｓ
Ｉ
D
Ｓ
を
引
き
起
こ
す
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

参
考
／
厚
生
労
働
省
・
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
対
策
強
化
月
間
リ
ー
フ
レ
ッ
ト



■各図書館イベント／
【クリスマススペシャルおはなし会】
協和 12 月３日（土）午前 10 時

【クリスマスおはなし会】
大曲 12 月 17 日（土）午後１時 30 分～

【おはなし会】
仙北 12 月 10 日（土）午前 10 時 30 分～
神岡 12 月 17 日（土）午前 11 時～
西仙北 12 月 24 日（土）午前 10 時～ 11 時

【どんぐり文庫　クリスマスおはなし会】
太田（敬愛館）　12 月 18 日（日）午前 10 時～ 11 時
■大曲図書館企画展／

「見に来てたんせ おらほの学校」大曲養護学校出張学校展
期間／ 12 月２日（金）から 22 日（木）
時間／午前９時～午後７時
■各図書館休館日／【12 月】▼１日＝大曲、神岡、南外、太田▼５日＝中仙、
仙北▼５日から７日まで＝協和（資料整理期間）▼７日＝西仙北▼ 29 日から１月
４日まで＝年末年始のため全館休館【１月】▼ 30 日＝協和

南外図書館のおすすめ

どうぶつのこゝろ図鑑 
D ［di ］ディー／著（角川書店）

（南外図書館所蔵あり）

ブックスタートボランティアを募集
赤ちゃんへの絵本読み聞かせを行うブックスタート
ボランティアを募集しています。
興味のある方は、大曲図書館に連絡ください。

12
月
着
書
図
新 ここで紹介する以外にもたくさんの本が入っています。

希望する本がなかった場合は、図書館職員へ声を掛けてください。

市内の各図書館のほか、県立図書館からも取り寄せます。

小
説
・
一
般
向
け
図
書

○
用
心
棒
日
暮
し
剣
／
池
永
陽

○
あ
つ
あ
つ
を
召
し
上
が
れ
／
小
川
糸

○
ゴ
ー
グ
ル
男
の
怪
／
島
田
荘
司

○
星
や
ど
り
の
声
／
朝
井
リ
ョ
ウ

○
東
京
ピ
ー
タ
ー
パ
ン
／
小
路
幸
也

○
一
分
ノ
一　
上
・
下
／
井
上
ひ
さ
し

○
水
の
柩
／
道
尾
秀
介

○
か
わ
い
そ
う
だ
ね
？
／
綿
矢
り
さ

○
蜩
ノ
記
／
葉
室
麟

○
花
明
か
り
／
山
本
一
力

幼
児
・
児
童
向
け
図
書

○
ま
た
お
い
で
／
も
り
や
ま
み
や
こ

○
え
ん
ま
の
は
い
し
ゃ
／
二
見
正
直

○
ひ
め
ね
ず
み
と
ガ
ラ
ス
の
ス
ト
ー
ブ
／

降
矢
な
な

○
北
風
ふ
い
て
も
さ
む
く
な
い
／
西
巻
茅
子

○
ピ
ー
ト
の
ス
ケ
ー
ト
レ
ー
ス
／

ニ
キ
・
ダ
リ
ー

○
タ
ン
ポ
ポ
／
山
本
省
三

○
タ
ー
シ
ャ
の
か
ず
の
ほ
ん
／

タ
ー
シ
ャ
・
テ
ュ
ー
ダ
ー

▼

▲
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図書館情報BOOKsBOOKs

各図書館問い合わせ

大曲図書館　☎0187-62-1012 南外図書館　☎0187-74-2130
神岡図書館　☎0187-72-2501 仙北図書館　☎0187-69-3334
西仙北図書館☎0187-75-0099 太田図書館　☎0187-88-1119
協和図書館　☎018-892-3830 中仙図書館　☎0187-56-7200
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♥♥♥♥♥♥♥♥いきいき広場

　ペットと一緒にいると、ときどき人間の話
す言葉がすべて分かっているのではないか
と思うことはありませんか。そして、こちら
も動物の気持ちが分かるような気がするこ
とはありませんか。でも、本当はどうなのでしょうか。
　今月のお勧めは、ペットを飼われていない方でも楽しめる１冊。
動物が主役のショートストーリー25作品を美しいイラストととも
に紹介します。

㆒秋のリフレッシュ招待事業に参加した東日本大
震災被災地の方と話す栗林市長

㆓「萬桜・育友会植樹祭」で、会員とサクラの植樹作
業をする栗林市長

㆒

㆓

市長交際費 （10月１日～31日）

摘 要 件 数 金   額
弔 慰 1 10,000 円
慶 祝 28 183,345 円
協 賛 6 46,200 円
合 計 35 239,545 円

12月の市長日程
　※日程は変更になる場合があります。

 １日・木 第４回大仙農業元気賞表彰式
 ２日・金 定例記者会見
 ５日・月 第４回市議会定例会（初日）

 ６日・火 大仙美郷介護福祉組合正副
  管理者会議
 ７日・水 大仙雪まる隊出動式
 13 日・火 第４回市議会定例会（第２日目）

 14 日・水 第４回市議会定例会（第３日目）

 21 日・水 第４回市議会定例会（最終日）

 22 日・木 花館財産区議会定例会
  全国花火競技大会大会委員会
  並びに実行委員会
 26 日・月 大仙美郷介護福祉組合議会定例会
 28 日・水 仕事納めの式

シ
リ
ー
ズ
１  

悪
質
な
訪
問
販
売
に
ご
注
意
を 

―

「
花
子
さ
ん
、
布
団
の
訪
問
販
売
被
害
に
遭
う
」

介護保険料を滞納すると・・・
【問い合わせ】 介護保険事務所 保健指導班 ☎0187-86-3911

介護保険事務所からの
お知らせ

中央（大曲庁舎／大曲・四ツ屋・花館地区）
 ☎ 0187-63-1111 内線 169・171
東部（中仙庁舎／中仙・仙北・太田）
 ☎ 0187-56-7125

西部（西仙北庁舎／神岡・西仙北・南外）
 ☎ 0187-87-3970
協和（社会福祉協議会協和支所／協和）
 ☎ 018-892-3838

南部（社会福祉協議会本所／
大曲・内小友・西根・藤木・角間川地区）

 ☎ 0187-88-8030

「どこに相談すればよいか分からない」という悩みもまずは各地域包括支援センターへ

市
内
在
住
の
大
仙
花
子
さ
ん
と
太
郎
さ

ん
ご
夫
妻
。最
近
は
２
人
と
も
体
力
の

衰
え
に
不
安
を
感
じ
、
花
子
さ
ん
に
は
認
知

症
の
症
状
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
夫
妻
の
様
子
を
気
に
掛
け
、
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
会
福
祉
協
議

会
を
通
じ
て
、
高
齢
者
世
帯
の
見
守
り
な
ど

を
行
う「
結
い
っ
こ
サ
ー
ビ
ス
」を
紹
介
。大

仙
夫
妻
も
利
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、
花
子
さ
ん
が
「
結
い
っ
こ
サ
ー
ビ

ス
」の
サ
ポ
ー
タ
ー
と
話
し
て
い
る
と
、
布
団
の

販
売
員
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。販
売
員
は
サ
ポ

ー
タ
ー
が
い
る
の
を
見
て
、花
子
さ
ん
に「
ま
た

後
で
来
ま
す
」
と
だ
け
告
げ
て
帰
っ
て
行
き
ま

し
た
。不
審
に
思
っ
た
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、社
会
福

祉
協
議
会
に
状
況
を
報
告
。地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
に
も
連
絡
が
入
り
ま
し
た
。

　

翌
日
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
が

訪
問
し
た
時
に
は
、花
子
さ
ん
は
す
で
に
布
団

を
受
け
取
り
、支
払
い
を
済
ま
せ
て
し
ま
っ
て

い
ま
し
た
。花
子
さ
ん
は
何
の
疑
い
も
も
っ
て

い
な
い
様
子
で
す
。職
員
が
太
郎
さ
ん
に
事
情

を
説
明
し
て
一
緒
に
領
収
書
を
探
す
と
、50
万

円
を
支
払
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

妥
当
な
金
額
と
は
思
わ
れ
な
か
っ
た
た

め
、
す
ぐ
に
市
の
消
費
生
活
相
談
室
に
協
力

を
依
頼
。相
談
員
は
販
売
業
者
と
交
渉
し
、

花
子
さ
ん
が
認
知
症
の
た
め
判
断
力
が
低

下
し
て
い
た
こ
と
を
理
由
に
布
団
を
返
品
。

代
金
も
無
事
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

（
こ
の
話
は
、類
似
し
た
事
例
を
も
と
に
再
構
成
し
た

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
）

　介護保険料を納期限までに納めなかった場合（災害
その他特別な事情がある場合を除く）、その期間に応じて
次のような措置が取られます。
　一人一人の保険料は、老後の安心をみんなで支える
介護保険の大切な財源です。納期限を守り忘れずに納
付しましょう。

■滞納している期間に応じて取られる措置／
①【１年以上】（償還払い）
　介護保険サービスを利用する際の自己負担額は通常
１割ですが、サービス事業者に一旦全額（10割）を支払い、
後日９割の払い戻しを受ける「償還払い」になります。
②【１年６カ月以上】（一時差止）
　①の償還払いによる給付のほか住宅改修費・福祉用具
購入費の給付費が一時差し止めになる場合があります。
さらに滞納が続くと、差し止められた給付費から滞納して
いる分の保険料が引き落とされる（控除）場合があります。
③【２年以上】（給付額減額）
　滞納している期間に応じて、自己負担額が３割に引
き上げられます。また、高額介護サービス費の支給が
受けられなくなる場合があります。

登場人物紹介

生活や健康の不安を相談ください
　地域包括支援センターでは、高齢
の方が認知症などで消費者被害を受
けないよう、見守り・相談などの支援
を行っています。
　生活や健康の不安など「どこに相
談すればよいか分からない」と思っ
た場合でも気軽にご相談ください。
内容に応じて、今回の「結いっこサー
ビス」のような高齢者支援サービス
や各機関・制度の利用につなげます。

（「結いっこサービス」は市が社会福
祉協議会に委託して実施しています）

大仙花子さん（75 歳）

最近は認知症の病状が見られるように
なった花子さん。太郎さんとは結婚し
て 50 年の仲むつまじいご夫婦です。

大仙太郎さん（80 歳）

花子さんと２人で暮らす太郎さん。
花子さんの病状を気遣いながら、自身
の体力の衰えに不安を感じています。

確実で便利な口座振替を利用ください
満65歳になった方の保険料はすぐには年金から天引き

（特別徴収）できないため、当分の間、納付書で納めていた
だくことになります。納め忘れを防ぐため、確実で便利な
口座振替を利用ください。口座振替は各金融機関（秋田ふ
るさと農協金沢支店を含む）で手続きできます。

シリーズ「高齢者夫妻の安心生活」
花子さん・太郎さん夫妻と地域包括支援センターの関わりをシリーズで紹介
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【問い合わせ】

	 JR東日本秋田支社 大曲補線技術センター
 ☎0187-63-3324

路線名 踏切名 通行止め期間（予定）

奥羽本線

高屋敷踏切
12月19日（月）から
平成24年３月14日（水）まで

中川原踏切

船岡踏切

下高畑踏切
12月19日（月）から
平成24年３月14日（水）まで

小貫踏切

高田踏切

田沢湖線

蛭川踏切 12月16日（金）から
平成24年３月14日（水）まで上谷地踏切

田尻踏切 12月17日（土）から
平成24年３月14日（水）まで鶴田踏切

※船岡踏切・上谷地踏切は車両のみ通行止め

紛争などで苦しむ方々を支援

NHK海外たすけあいキャンペーン
　紛争や災害、飢餓などで苦しんで

いる海外の方々を支援するNHK海外
たすけあいキャンペーン。みなさん

からの義援金の協力をお願いします。

◆期間／12月25日（日）まで
◆受け付け窓口／郵便局・銀行・農

協・日本赤十字社秋田県支部・秋田

赤十字病院・秋田県赤十字血液セン

ター・アトリオン献血ルーム・献血ス

テーション・秋田赤十字乳児院・日本

赤十字秋田看護大学（各窓口に振込用

紙を用意しています。振込手数料は無料）

【問い合わせ】

 日本赤十字社秋田県支部

 ☎018-864-2731

大仙の元気・笑顔をアピール
あきたふるさと手作りCM大賞
　市では、大曲高校放送部のみな

さんなどから協力をいただきCM
を制作。「あきたふるさと手作り

CM大賞2011」に参加し、大仙の元
気・笑顔をアピールしました。みな

さんもぜひご覧ください。

◆放送日時／12月10日（土）
午後４時～５時30分

◆放送局／AAB秋田朝日放送
※放送日時は変更になる場合があります。

ジュニアスポーツの指導法を学ぶ
スポーツ少年指導者等研修会

　中京大学スポーツ科学部教授の

湯浅景元さんが「子どもの能力・可能

性の引き出し方」と題して講演しま

す。スポーツの指導に関心がある方

はぜひ参加ください。

◆日時／12月４日（日）午前10時～
正午（受け付け午前９時30分～）

◆会場／ふれあい文化センター

◆参加費／無料

【問い合わせ・申し込み】

 大仙市スポーツ少年団事務局
 （スポーツ振興課内）

 ☎0187-63-1111 内線344

そば打ちと試食を楽しみませんか
親子そば打ち体験教室

◆対象／小・中学生、高校生とその

保護者

◆日時／12月18日（日）
午前９時50分～正午

◆会場／はぴねす大仙

◆定員／先着10組
◆参加費／１人100円
◆受け付け開始／12月５日（月）
【問い合わせ・申し込み】

 大仙市学校給食協会

 （学校給食総合センター内）

 ☎0187-86-4171

各講座の作品展示・舞台発表会
ペアーレ大仙フェア2011
　ペアーレ大仙各講座の作品展示

会と舞台発表会を行います。

【作品展示会】

期間／12月９日(金)から11日(日)まで
時間／午前10時～午後４時
（９日は午後１時から）

会場／大曲交流センター

【舞台発表】

日時／12月11日(日)
午前10時～午後３時

会場／大曲市民会館・大ホール

◆入場料／無料

【問い合わせ】

 ペアーレ大仙 ☎0187-63-8600

ペアーレ大仙・特別料理教室
すてきで美味しいランチとデザート

　お正月向けのメニュー「のし鶏」

「じゃが海老まんじゅう」（他一品）

を紹介。デザートに「和風レアチー

ズケーキ」を作ります。

◆日時／12月14日(水)
午前10時～午後０時30分

◆受講料／1,200円(別途材料費600円)
◆定員／先着16人
◆申し込み方法／ペアーレ大仙窓

口で申し込み

◆申込期限／12月10日(土)
◆講師／有坂和美さん

(PlatinumTime講師)

【問い合わせ】

 ペアーレ大仙 ☎0187-63-8600

北朝鮮人権侵害問題解決のため
情報提供をお待ちしています

　北朝鮮当局による拉致問題を解

決し、再発を防ぐためには、一人一

人がこの問題を認識し、関心を深め

ることが大切です。日本人拉致容疑

事案についての情報をおもちの方

は大仙警察署までご連絡ください。

【問い合わせ・情報提供】

 大仙警察署 ☎0187-63-3355

司法書士総合相談センター大曲
無料相談会

　多重債務や成年後見、不動産・会

社・法人の登記などの相談に無料

で応じます。相談希望の方は事前

に電話で予約ください。

◆期日／12月21日（水）・平成24年１月
25日（水）・２月22日（水）・３月28日（水）
◆時間／午後６時～午後８時

◆会場／サンクエスト大曲

【予約専用電話】

 司法書士総合相談センター大曲

 ☎018-824-0055
【問い合わせ】

 秋田県司法書士会 ☎018-824-0187

本場タイのグリーンカレーに挑戦
大仙市国際交流協会料理教室

◆日時／12月11日(日)　
午前10時～午後２時

◆会場／はぴねす大仙

◆定員／先着20人
◆参加費／1,000円（小学生以下500円）
◆申込期限／12月８日(木)
【問い合わせ・申し込み】

 大仙市国際交流協会

 （ペアーレ大仙内） ☎0187-88-8237

社会福祉法人大仙ふくし会
看護師職員を募集

　詳細については、ハローワーク

の求人票をご覧ください。

◆募集人員／若干名

◆対象／看護師、または准看護師資

格を取得済みで車で通勤可能な方

◆雇用開始／平成24年４月１日（日）
◆勤務場所／特別養護老人ホーム

福寿園（南外）

◆勤務時間／午前７時45分～午後
４時30分または午前９時15分～午
後６時（夜間勤務なし）

◆勤務内容／施設利用者の健康管

理・看護業務など

◆申し込み方法／①写真を張った

履歴書②最終学校卒業証書の写し

③資格取得証明書の写し④ハローワ

ークの紹介状̶を郵送または持参

◆申込期限／12月20日（火）※必着
【問い合わせ・申し込み】

 大仙ふくし会事務局 ☎0187-87-1112
 〒019-1701 神宮寺本郷道南78

来年４月からの給食物資
納入希望業者を公募します

　市内の各学校給食センターで来

年４月から使用する給食物資（食料

品）の納入を希望する業者を公募し

ています。申請・応募条件などの詳

細については、問い合わせください。

◆申請期限／平成24年１月16日（月）
【問い合わせ・申請】

 学校給食総合センター

 ☎0187-86-4171

クリスマスのアレンジに挑戦
市民フラワーデザイン講座

◆日時／12月14日(水)午後５時～７時
◆会場／はぴねす大仙

◆受講料／無料（別途、材料費1,500円
程度）

【問い合わせ・申し込み】

 NPO法人フラワーデザイン普及協会
 栗林さん ☎090-2270-6644

大仙・美郷・仙北平和運動連絡会

12・10平和講演会
　東京電力福島第一原子力発電所

事故のため福島県双葉郡から避難

している石丸小四郎さん（大仙市出身）

を講師に招き、自身の体験を基に同

事故について講演していただきます。

◆日時／12月10日（土）
午後１時30分～３時30分

◆会場／仙北教育会館（大曲金谷町）

◆参加費／500円（資料代）
【問い合わせ・申し込み】

 仙北教育会館 ☎0187-62-4461

緊急雇用創出臨時対策
臨時職員を募集

　業務内容の詳細については、ハロ

ーワークの求人内容をご覧ください。

◆職種・人員／歴史資料デジタル

データ化事務補助員・１人

◆対象／求職中の方

◆雇用期間／12月16日（金）から
平成24年３月31日（土）まで

◆勤務時間／平日の午前８時30分
～午後４時30分
◆業務担当課／文化財保護課

（仙北庁舎）

◆申込期限／12月８日（木）
※ハローワークで紹介状を取得後、履歴

書と一緒に文化財保護課に提出ください。

【問い合わせ】

 ハローワーク大曲 ☎0187-63-0335
 文化財保護課 ☎0187-63-8972

自然の調和を楽しむ
いけ花と写真のコラボ展

◆期間／12月13日（火）から
23日（金）まで

◆時間／午前９時～午後４時

◆会場／産業展示館（月曜休館）

【問い合わせ】

 女性センター ☎0187-62-1713

事前に申し込みが必要です
社会福祉協議会の無料法律相談

◆日時／12月８日（木）午前10時～
午後３時（相談時間は１人30分）

◆会場／大仙市社会福祉協議会本所

◆定員／先着８人

◆申込期限／12月６日（火）
◆相談員／佐々木優さん（弁護士）

【問い合わせ・申し込み】

 大仙市社会福祉協議会本所

 ☎0187-63-0277

暮らしに温かい雰囲気を添える
吊し飾り教室

◆期日／12月14日（水）・28日（水）・
平成24年１月11日（水）・25日（水）
◆時間／午後１時30分～３時30分
◆会場／サンクエスト大曲

◆定員／先着16人
◆受講料／無料（別途材料費）

【問い合わせ・申し込み】

 サンクエスト大曲 ☎0187-63-5572

「12 月の献血日程」の変更のお知らせ （だいせん日和11月号お知らせ版 11ページ）
日程追加／ 12 月７日（水）午前 10 時〜 11 時・（株）へいあん秋田ノートルダム大曲 
会場変更／ 12 月16日（金）午前 10 時〜 10 時 50 分・山の手ホテル ※（株）へいあん秋田ノートルダム大曲から変更

　積雪期を迎え、踏切で

の事故防止のため、市内

の一部の踏切が次の期

間通行止めになります。

ご理解とご協力をお願

いします。

　また踏切では、路面の

凍結により車がスリッ

プし、脱輪する危険があ

ります。踏切の前では一

旦停止し、安全を確認し

てから横断しましょう。

積雪期の踏切事故防止のため

冬季の踏切通行止めにご協力ください
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12月1日 木 ～20日 火
大仙市の行事予定

外 … 休日外科当番医
午前10時～午後４時

歯 … 休日歯科当番医
午前９時～正午

児 … 小児救急診療
午前９時～午後３時

休日救急医療（仙北組合総合病院内） ※日曜日・祝日・年末年始
☎0187-63-2111　■内科・小児科　■午前９時～午後３時

【問い合わせ】 まるこのひろば
子育て＝☎ 0187-63-2344 　高齢者＝☎ 0187-63-2544

※体操教室…毎週月曜日（祝日除く）
①午前10時～②午後１時30分～

「みんなで歌おう」の集い…毎月第３土曜日午後１時30分～

日時 子育て支援拠点施設 高齢者生活相談所
９日（金）
10:30 ～

年賀状や各種カードの作り方
（心が伝わるようなカードを）

15 日（木）
10:30 ～

いっしょに遊ぼう
（親子で交流を）

【随時】高齢者と
子育て親子の生活相談

17 日（土）
13:30 ～

「みんなで歌おう！」の集い
（大きな声で、みんなスッキリ）

20 日（火）
10:30 ～

クリスマスお楽しみ会（夢を膨らませて）
※ 13 日（火）まで申し込みください

22 日（木）
10:00 ～

ミニツリーと門松をつくろう
（夢を大きく描きながら）

26 日（月）
10:30 ～

誕生会
（12 月生まれの子）

【随時】高齢者と
子育て親子の生活相談

「まるこのひろば」   12月のイベント案内
　大花都市再生住宅１階の子育て支援拠点施設と高齢
者生活相談所で各種イベントを行います。

INFO.EV   NTSE

月の子育てイベント情報12

【問い合わせ・申し込み】 各地域子育て支援センター
大曲 ☎0187-62-5733 協和 ☎018-892-3426
神岡 ☎0187-72-2244 南外 ☎0187-73-1088
西仙北 ☎0187-87-7130 仙北 ☎0187-63-1143
中仙 ☎0187-56-4139 太田 ☎0187-86-9110

地域 日時 開催場所 事業名 申込期限

大曲
８日（木）
10:00～ サンクエスト みんなであそぼう ６日

（火）

15日（木）
10:00～

大曲交流
センター サンタさんきてね 13日

（火）

神岡 13日（火）
9:30～

すくすく
だけっこ園

クリスマスの
雰囲気を味わい
ながら遊ぼう

12日
（月）

西仙北

８日（木）
10:00～ みつば

保育園

作って遊ぼう なし

22日（木）
10:00～

クリスマス会に
参加しよう なし

中仙 20日（火）
9:30～

なかせん
ワイワイらんど

クリスマスを
楽しもう！ なし

協和 24日（土）
10:00～ 協和保育園 園児と一緒に

クリスマス会
21日

（水）

南外

２日（金）
9:30～

南外保育園
みんなで遊ぼう！ なし

13日（火）
10:00～

もちつき会
楽しいよ！

12日
（月）

仙北

７日（水）
9:30～ 仙北南

保育園

クリスマスツリー
を飾ろう！

2日
（金）

14日（水）
9:30～

作って遊ぼう！
クリスマス飾り

９日
（金）

太田 16日（金）
10:00～

おおた
保育園 みんなで遊ぼう なし

※申し込み状況で、申込期限前に締め切ることがあります。

　未就園の子どもを対象にした、各地域子育て支援セ
ンターでのイベントをお知らせします。

金2

外 大曲中通病院（大曲）☎ 0187-63-2131
歯  高橋ひろし歯科医院（大曲）☎ 0187-63-1230
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

18 日

13 火

20 火

木15

子育てママの就職相談（要申し込み）
■午後１時〜４時 ■女性センター木8

9 金

外 仙北組合総合病院・外科（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  まつだ歯科医院（仙北市）☎ 0187-43-3600
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111

日11
月12

「あきたふるさと手作りＣＭ大賞 2011」放送日（予定）
■午後４時〜５時 30 分 ▶ P.3610 土

金16

14 水

月19
協和地域行政相談■午前９時〜正午■淀川分館
太田地域行政相談■午前９時〜正午■太田庁舎相談室
大曲地域行政相談■午前 10 時〜正午■大曲庁舎市民ホール
南外地域行政相談■午前10時〜正午■南外コミュニティセンター
協和地域行政相談■午後１時〜４時■協和市民センター（和ピア）

17 土 西仙北地域行政相談
■午前 10 時〜正午 ■西仙北高齢者ふれあいセンター

木12／1 人権・行政に関する無料悩み相談会
■午前 10 時〜午後３時 ■中仙農村環境改善センター

3 土
DON-PAL JAZZ2011 北村英治カルテットコンサート
■午後６時開演 ■中仙市民会館ドンパル（1,000 〜 4,000 円）
人権・行政に関する無料悩み相談会
■午前 10 時〜午後３時 ■西仙北高齢者ふれあいセンター

6 火 人権・行政に関する無料悩み相談会
■午前 10 時〜午後３時 ■大曲庁舎３階第二・第三委員会室

水7 人権・行政に関する無料悩み相談会
■午前 10 時〜午後３時 ■南外公民館

月5
人権・行政に関する無料悩み相談会
■午前 10 時〜午後３時 ■神岡福祉センター（人権相談のみ）・協
和市民センター（和ピア）・仙北就業改善センター・太田文化プラザ

日4

障がい福祉休日相談会
■午前９時 50 分受け付け開始■大曲交流センター
大仙美郷クリーンセンター休日開場日
■午前８時 30 分〜正午・午後１時〜４時 30 分
■【家庭系ごみ】65 円／ 10㎏ 【事業系ごみ】110 円／ 10㎏
呈茶会（玉川遠州流・今野晋清社中）
■午前 10 時〜 ■産業展示館（300 円）
外 仙北組合総合病院・整形（大曲）☎ 0187-63-2111
歯  協和町歯科診療所（協和）☎ 018-892-3166
児 仙北組合総合病院（大曲）☎ 0187-63-2111
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■入場料／無料
【問い合わせ】
 大曲市民会館 
 ☎0187-63-8766（月曜日休館）

若手音楽家による全国コンクール
で、まさに音楽家への登竜門と

言える「大仙市大曲新人音楽祭コンク
ール」。今大会にも、たくさんの未来あ
る若手音楽家の方々が参加します。
　若き音楽家たちの情熱あふれる演
奏をぜひお聴きください。

【声楽部門】
 時間／正午〜
 会場／大曲市民会館・大ホール

【弦・管・打楽器部門】
  時間／正午〜
  会場／大曲市民会館・小ホール

【ピアノ部門】
  時間／午後２時30分〜
  会場／大曲市民会館・大ホール

予選 /1 14 土 本選 /1 15 日

【全部門】
 時間／午後０時30分〜
  会場／大曲市民会館・大ホール

【特別出演】
  第23回大仙市
 大曲新人音楽祭コンクール
   グランプリ受賞者
   〈声楽〉 星由佳子さん

大仙市大曲新人音楽祭コンクール
第 24 回

今日も〝だいせん日和〟担当者コラム
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人　口 89,811人     （-  106）

　男 42,264人     （-  60）

　女 47,547人 （- 46）

世帯数 30,906世帯    （- 1）

出　生   30 人
死　亡   121 人
転　入   113 人
転　出   128 人

10/31現在※（ ) 内は前月比

人口増減内訳
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